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の
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      八ヶ岳・盟主 赤岳 （横岳の稜線から見る…遠景は南アルプス） 

 

 
私
の
歩
い
た
山
々 

「八
ヶ
岳
連
峰
」 

  
 

一
、
八
ヶ
岳
（
南
・
北
）
の
山
々 

  
 

二
、
南
・
八
ヶ
岳
の
山
々 

 
 
 

天
女
山
・
権
現
岳
・
赤
岳
・
真
教
寺
尾
根 

 
 
 

硫
黄
岳
・
横
岳
・
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳 

 
 
 

天
女
山
・
美
し
森 

  
 

三
、
北
・
八
ヶ
岳
の
山 

 
 
 

本
沢
温
泉
・
夏
沢
峠
・
硫
黄
岳
・
天
狗
岳 

 
 
 

麦
草
峠
・
天
狗
岳
・
ニ
ュ
ウ
・
白
駒
池 

 
 
 

麦
草
峠
・
縞
枯
山
・
雨
池
峠
・
八
柱
山 

 
 
 

大
河
原
峠
・
双
子
山
・
北
横
岳
・
亀
甲
池 

 
 
 

女
乃
神
茶
屋
・
蓼
科
山
・
天
祥
寺
原 

  
 

四
、
若
か
り
し
頃
の
八
ヶ
岳 

 
 
 

赤
岳
・
地
獄
谷
（
登
稜
会
） 

 
 
 

稲
子
岳
・
南
壁
・
東
壁
（
登
稜
会
） 

 
 
 

赤
岳
・
西
面
（
登
稜
会
） 

 
 
 

黒
百
合
平
・
天
狗
岳
（
山
仲
間
） 

 
 
 

黒
百
合
平
・
天
狗
岳
・
白
駒
池
（
大
学
仲
間
） 
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一
、
八
ヶ
岳
（
南
・
北
）
の
山
々 

  

八
ヶ
岳
は
そ
の
標
高
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
の
風
格
か
ら
し
て
も
、

押
し
も
押
さ
れ
ぬ
わ
が
国
第
一
級
の
高
山
で
あ
る
が
、
ふ
も
と
か
ら

眺
め
る
こ
の
山
は
そ
ん
な
高
距
も
量
感
も
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ

れ
は
こ
の
山
の
麓
に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
裾
野
と
、
目
に
見
え
な
い
ア

プ
ロ
ー
チ
の
長
さ
が
呼
び
お
こ
す
錯
覚
で
、
山
麓
を
歩
い
て
私
は
そ

の
こ
と
を
切
実
に
感
じ
る
。
…
。
麓
の
八
ッ
は
低
く
や
さ
し
い
山
だ

が
、
本
当
の
八
ッ
は
高
く
厳
し
い
油
断
の
な
ら
ぬ
山
な
の
で
あ
る
。

…
こ
れ
は
、
写
真
家
の
「
田
淵
行
男
」
の
写
真
集
に
あ
る
八
ヶ
岳
に

つ
い
て
の
一
節
で
あ
る
。 

  

八
ヶ
岳
連
峰
は
、
ほ
ぼ
中
間
の
「
夏
沢
峠
」
を
境
に
以
南
を
南
八

ヶ
岳
、
以
北
を
北
八
ヶ
岳
と
区
分
し
て
呼
ば
れ
る
。
南
八
ヶ
岳
は
主

峰
・
赤
岳
を
中
心
に
権
現
岳
や
横
岳
、
阿
弥
陀
岳
な
ど
峻
険
な
ピ
ー

ク
が
そ
び
え
、
ア
ル
ペ
ン
ム
ー
ド
を
放
っ
て
い
る
。
そ
の
景
観
は
日

本
ア
ル
プ
ス
に
も
匹
敵
す
る
。
対
照
的
に
北
八
ヶ
岳
は
、
お
だ
や
か

な
山
並
み
が
広
が
り
、
針
葉
樹
の
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
山
上
湖
や
明

る
い
草
原
が
点
在
し
て
い
る
。 

  

私
に
と
っ
て
の
八
ヶ
岳
は
、
若
い
時
も
、
再
開
し
て
か
ら
も
何
度

も
訪
れ
て
い
る
親
し
み
の
あ
る
山
々
で
あ
る
。
特
に
、
改
め
て
登
り

歩
き
ま
わ
っ
た
北
八
ヶ
岳
の
山
々
は
と
て
も
印
象
深
い
。 

 
奥
秩
父
金
峰
山
の
登
り
か
ら
八
ヶ
岳
連
峰
を
望
む 
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二
、
南
・
八
ヶ
岳
の
山
々 

  

南
八
ヶ
岳
の
個
性
的
な
ピ
ー
ク
は
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
に
も
ひ
け

を
と
ら
な
い
。
兜
の
よ
う
な
岩
峰
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
岩
稜
。
と
り

わ
け
権
現
岳
と
赤
岳
は
、
互
い
に
稜
線
で
結
び
あ
い
な
が
ら
も
、
両

座
の
鞍
部
の
キ
レ
ッ
ト
が
深
く
切
れ
込
み
大
き
な
標
高
差
が
生
じ
て

い
る
。
地
形
も
け
わ
し
く
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
岩
稜
や
急
峻
な
ル
ン
ゼ

が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
、
キ
レ
ッ
ト
越
え
は
上
級
グ
レ
ー
ド
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
と
か
。
奥
秩
父
や
麓
の
美
し
森
か
ら
み
て
も
、
標

高
差
四
〇
〇
ｍ
に
及
ぶ
、
そ
の
切
れ
込
み
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。 

  

私
自
身
も
キ
レ
ッ
ト
越
え
は
、
主
峰
・
赤
岳
へ
至
る
コ
ー
ス
の
な

か
で
、
一
番
変
化
に
富
ん
で
面
白
い
と
感
じ
る
。
さ
ら
に
、
直
接
、

赤
岳
に
登
り
詰
め
る
真
教
寺
尾
根
も
、
全
長
二
五
〇
ｍ
で
二
段
に
続

く
岩
場
・
鎖
場
は
、
私
は
下
り
だ
っ
た
の
で
過
剰
に
感
じ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、「
恐
怖
」
に
す
ら
と
ら
わ
れ
た
。 

  

南
八
ヶ
岳
で
印
象
に
残
る
の
は
、
若
い
時
の
山
岳
会
の
冬
の
合
宿

で
、
赤
岳
・
権
現
岳
の
稜
線
に
突
き
上
げ
る
地
獄
谷
の
沢
や
稜
に
ル

ー
ト
を
取
っ
た
山
行
で
あ
る
。
地
獄
谷
本
谷
か
ら
赤
岳
、
天
狗
尾
根

か
ら
赤
岳
、
ツ
ル
ネ
東
稜
か
ら
権
現
岳
な
ど
、
さ
ら
に
夏
の
赤
岳
沢

か
ら
の
赤
岳
、
権
現
沢
か
ら
落
雷
に
見
舞
わ
れ
恐
怖
し
た
権
現
岳
、

な
ど
私
の
記
憶
に
も
刻
み
込
ま
れ
、
会
報
の
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
。 

 
旭
岳
か
ら
キ
レ
ッ
ト
・天
狗
尾
根
・赤
岳
を
望
む 
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天
女
山
・
権
現
岳
・
赤
岳
・
真
教
寺
尾
根
・
美
の
森
（
一
） 

 
 

（
二
〇
〇
八
年 

一
〇
月
一
六
・
一
七
日
） 

 

三
つ
頭
か
ら
権
現
岳
・山
頂
岩
峰
を
望
む 

 

●
清
里
・
美
し
森
へ 

  

八
ヶ
岳
を
南
側
か
ら
登
る
計
画
を
立
て
た
。
北
ア
ル
プ
ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
比
べ
て
、
八
ヶ
岳
は
近
い
。
早
割
り
対
象
の
「
甲
府
昭
和

Ｉ
Ｃ
」
に
ま
だ
暗
い
う
ち
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
長
坂
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
二

〇
分
足
ら
ず
。
通
勤
割
引
の
対
象
の

六
時
過
ぎ
に
着
く
よ
う
調
整
す
る
。

長
坂
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
八
ケ
岳
の
長
い

裾
野
を
小
海
線
の
甲
斐
大
泉
駅
を

目
指
す
。
そ
こ
か
ら
天
女
山
方
面
へ

さ
ら
に
登
っ
て
い
く
。
八
ケ
岳
高
原

ラ
イ
ン
（
天
女
山
入
り
口
）
を
右
折

し
て
、
美
し
森
を
目
指
す
。
長
坂
Ｉ

Ｃ
か
ら
三
〇
分
足
ら
ず
で
、
何
回
か

訪
れ
て
い
る
「
美
し
森
の
駐
車
場
」

（
写
真
）
に
つ
い
た
。 

  

●
美
し
森
・
駐
車
場
か
ら
八
ケ
岳
牧
場 

  
美
し
森
（
＝
う
つ
く
し
の
も
り
？
）
の
駐
車
場
で
、
朝
食
（
お
に

ぎ
り
と
、
家
で
沸
か
し
た
お
湯
を
ポ
ッ
ト
で
持
参
し
ト
ン
汁
を
作
る
）

を
済
ま
せ
、
七
時
少
し
前
に
出
発
。
美
し
森
展
望
台
に
行
か
ず
、
林

道
を
歩
く
。「
た
か
ね
荘
」
や
「
羽
衣
の
池
」
へ
の
道
を
分
け
、
三
〇 
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分
ほ
ど
で
川
俣
川
（
こ
の
奥
に
昔
懐
か
し
い
地
獄
谷
が
あ
る
…
登
稜

会
の
夏
冬
の
合
宿
が
数
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
…
私
も
沢
・
尾
根

沿
い
に
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
を
夏
冬
に
登
っ
た
）
に
出
る
。
飛
び
石

伝
い
に
川
を
渡
り
、
林
道
を
左
手
に
尾
根
を
巻
く
よ
う
に
行
く
と
突

然
、
視
界
が
開
け
牧
草
地
に
躍
り
出
た
。
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
が
八
ケ
岳
牧
場
ら
し
い
。
緑
の
牧
草
が
広
が
っ
て
い
る
。
下
に

は
ま
き
ば
公
園
が
見
え
る
。
山
側
は
、
空
が
あ
く
ま
で
も
青
く
、
権

現
岳
や
深
く
切
れ
込
ん
で
い
る
キ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
赤
岳
が
見
え
る
。 

  

樹
林
帯
に
入
り
、
右
手
に
牧
草
地

が
広
が
る
の
を
見
て
歩
く
と
、
八
時

少
し
過
ぎ
に
展
望
台
に
出
た
。
前
方

に
は
南
ア
ル
プ
ス
の
甲
斐
駒
ケ
岳

か
ら
北
岳
（
間
ノ
岳
も
？
）、
そ
し

て
鳳
凰
三
山
が
連
な
る
。
北
岳
は
冠

雪
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
振
り

返
れ
ば
八
ケ
岳
連
峰
が
間
近
に
あ

る
（
写
真
）。
ま
た
牧
草
地
を
歩
き

再
び
樹
林
帯
に
入
る
と
、
天
女
山
・

駐
車
場
へ
の
道
路
に
出
る
。
横
切
っ

て
深
い
樹
林
帯
を
ひ
と
し
き
り
登

り
天
女
山
に
着
い
た
。 

 

 

●
天
の
河
原
・
二
千
ｍ
道
標 

  

天
女
山
に
九
時
前
に
着
い
た
。
休
み
を
入
れ
て
二
時
間
の
高
原
の

遊
歩
と
な
っ
た
。
山
頂
で
記
念
撮
影
。
正
面
に
こ
れ
か
ら
向
か
う
三

つ
頭
・
権
現
岳
（
写
真
）
が
聳
え
て
い
る
。
道
標
に
導
か
れ
て
少
し

登
る
と
「
天
の
河
原
・
標
高
一
六
二
〇
ｍ
」
に
出
た
。
南
ア
ル
プ
ス

が
素
晴
ら
し
い
。
こ
こ
か
ら
本

格
的
な
登
山
道
と
な
る
。
地
図

で
は
等
高
線
が
広
く
な
だ
ら

か
な
登
り
が
前
三
つ
頭
ま
で

続
き
そ
う
だ
。
少
し
腹
ご
し
ら

え
を
し
て
九
時
二
〇
分
出
発
。

な
だ
ら
か
な
尾
根
筋
を
、
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
〇
時
三

〇
分
に
標
高
二
〇
〇
〇
ｍ
を

示
す
道
標
に
着
い
た
。 

  

●
道
標
か
ら
前
三
つ
頭 

  
「
前
三
つ
頭
」
は
標
高
二
三
六
四
ｍ
。
左
手
は
ガ
レ
場
が
広
が
り
、

右
手
も
樹
木
が
低
く
な
り
森
林
限
界
に
近
い
。
一
一
時
四
〇
分
に
着

い
た
。
真
っ
青
だ
っ
た
空
に
も
雲
が
い
く
つ
も
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
南
ア
も
雲
が
か
ぶ
っ
て
い
る
。
真
上
は
や
や
黒
味
の
あ
る
雲
が 
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陽
を
遮
っ
て
い
る
。
下
に
は
ゴ
ル
フ
場
や
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

少
し
休
む
。
今
日
は
じ
め
て
登
山
者
が
追
い
つ
い
て
き
た
。
こ
の
後
、

下
山
者
に
二
人
会
う
。
時
間
的
に
朝
早
く
日
帰
り
登
山
の
よ
う
だ
。 

  

●
三
つ
頭
、
権
現
岳 

  

八
ケ
岳
神
社
か
ら
の
ル
ー
ト

を
合
わ
せ
、
三
つ
頭
ま
で
ガ
イ
ド

で
は
五
〇
分
と
あ
る
。
高
低
差
は

二
〇
〇
ｍ
強
、
な
だ
ら
か
な
登
り

が
続
き
そ
う
だ
。
合
流
点
を
経
て

三
つ
頭
に
一
二
時
四
五
分
到
着
。

一
時
間
強
か
か
っ
た
。
目
的
の
権

現
岳
や
、
キ
レ
ッ
ト
を
経
た
赤

岳
・
中
岳
・
阿
弥
陀
岳
が
、
一
気

に
眼
前
に
広
が
る
（
写
真
）。
素

晴
ら
し
い
展
望
だ
。
先
ほ
ど
の
登

山
者
が
山
頂
で
食
事
し
て
い
た
。
も
う
少
し
先
の
ハ
イ
マ
ツ
に
囲
ま

れ
た
場
所
で
休
み
、
軽
く
食
事
と
す
る
。
一
三
時
一
〇
分
出
発
。 

  

●
権
現
岳
・
山
頂 

  

三
つ
頭
か
ら
や
や
下
り
に
な
り
、
再
び
樹
林
帯
に
入
る
。
正
面
は

権
現
岳
の
岩
の
ピ
ー
ク
が
聳
え
る
。
近
づ
く
と
岩
屏
風
の
よ
う
に
行

く
手
を
遮
る
。
そ
の
手
前
か
ら
左
手
に
巻
く
よ
う
に
ル
ー
ト
が
あ
り
、

小
尾
根
を
巻
く
と
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
出
て
、
そ
の
先
に
山
頂
と
思

わ
れ
る
二
つ
の
岩
の
ピ
ー
ク
が
見
え
た
。
山
頂
に
は
丁
度
一
四
時
に

着
い
た
。
山
頂
で
は
何
人
か
の
登
山
者
に
出
会
う
。
記
念
写
真
を
撮

り
あ
う
。
山
頂
か
ら
は
登
っ
て
き
た
天
女
山
ル
ー
ト
、
編
笠
山
ル
ー

ト
（
青
年
小
屋
が
見
え
る
）、
目
を
転
じ
て
深
い
キ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て

赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
、
間
に
横
岳
、
さ
ら
に
は
硫
黄
岳
ま
で
見
え
る
。 

  

●
権
現
小
屋 

  

頂
上
直
下
の
権
現
小
屋

に
入
る
。先
着
の
方
と
小
屋

で
話
す
。私
は
楽
し
み
の
ビ

ー
ル
＋
ウ
ィ
を
作
り
、
コ
ー

ン
フ
レ
ー
ク
を
つ
ま
み
に

飲
む
。
ご
夫
婦
が
二
組
到
着
、

小
屋
番
も
戻
り
、
ラ
ン
プ
の

薄
暗
い
夕
食
（
カ
レ
ー
）
を

は
さ
ん
で
、
消
灯
の
二
〇
時

ま
で
、
山
の
話
に
盛
り
上
が

る
。
良
き
人
た
ち
と
出
会
う

と
、
小
屋
泊
ま
り
の
良
さ
が
倍
に
感
じ
る
。 
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【私の記録】 
 ＜美し森から「権現岳」…2008.10.16-17＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●「目的地までの交通機関・自動車コース」 

 往路…自宅＝4.00－調布＝4.30－105.5ｋｍ・1.20－甲府昭和＝5.50―27Ｋｍ・0.20― 

 長坂ＩＣ＝6.10―甲斐大泉経由・八ケ岳横断道路・0.20―美の森・駐車場＝6.30 

 

 

 ●「登山タイム」 

 １日目…美し森＝6.50－（1.10）－展望台＝8.00－（0.50）－天女山（1528ｍ）・天の河原 

 ＝8.50天の河原＝8.50～9.20－（1.10）－標高 2000ｍ＝10.30－（1.10）－前三つ頭 

 （2364ｍ）＝11.40～12.00―（0.45）－三つ頭＝12.45－（1.15）－権現岳（2715ｍ）・小屋 

 ＝14.00～14.30 
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天
女
山
・
権
現
岳
・
赤
岳
・
真
教
寺
尾
根
・
美
の
森
（
二
） 

 
 

（
二
〇
〇
八
年 

一
〇
月
一
六
・
一
七
日
） 

 

真
教
寺
尾
根
の
分
岐
か
ら
赤
岳
山
頂
を
望
む 

 

●
権
現
岳
の
下
り
か
ら
旭
岳
へ 

  

五
時
三
〇
分
か
ら
の
食
事
で
、
六
時
に
は
出
発
で
き
た
。
清
里
は

雲
海
の
下
に
な
り
、
権
現
の
岩
峰
が
朝
日
に
赤
ら
ん
で
い
る
（
写
真
・

上
）。
い
よ
い
よ
長
い
鉄
梯
子
の
下
り
が
始
ま
る
。
朝
の
冷
え
込
み
と

霜
で
、
軍
手
に
鉄
梯
子
の
冷
た
さ
が
伝
わ
る
。
足
下
は
霧
が
流
れ
「
高

度
感
」
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
何
十
段
か
…
結
構
長
く
感
じ

た
梯
子
の
下
り
（
写
真
・
下
）
か
ら
、
鎖
の
岩
場
下
り
に
変
わ
る
。

鞍
部
ま
で
緊
張
が
続
い
た
。
岩
場
と
ハ
イ
マ
ツ
の
道
を
三
〇
分
ほ
ど

登
る
と
旭
岳
の
ピ
ー
ク
に
立
つ
。
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
が
一
段
と
近
づ

く
。
キ
レ
ッ
ト
を
越
え
る
霧
が
流
れ
て
距
離
感
が
つ
か
め
な
い
。 
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●
旭
岳
か
ら
ツ
ル
ネ
・
キ
レ
ッ
ト
（
小
屋
分
岐
） 

  

さ
ら
に
あ
ま
り
高
低
差
の
な
い

岩
と
ハ
イ
マ
ツ
の
道
を
三
〇
分
ほ

ど
で
ツ
ル
ネ
・
ピ
ー
ク
に
着
く
。
キ

レ
ッ
ト
を
流
れ
て
い
た
霧
が
飛
び
、

赤
岳
へ
の
ル
ー
ト
の
全
貌
が
見
通

せ
る
（
写
真
）。
旭
岳
も
ツ
ル
ネ
も

山
頂
を
示
す
も
の
は
な
い
。 

  

こ
こ
か
ら
キ
レ
ッ
ト
（
標
高
約
二

四
五
〇
ｍ
）
ま
で
さ
ら
に
一
段
と
下

る
。
霜
の
降
り
た
岩
場
は
滑
り
や
す

く
、
ハ
イ
マ
ツ
は
ズ
ボ
ン
を
ぬ
ら
す
。
地
獄
谷
の
沢
筋
が
幾
重
に
も

枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
樹
林
帯
の
中
に
あ
る
、
最
低
鞍
部
の
キ
レ
ッ

ト
小
屋
分
岐
に
は
七
時
三
〇
分
に
着
い
た
。
ガ
イ
ド
に
は
一
時
間
一

〇
分
と
あ
る
。
二
〇
分
の
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
た
。 

  

●
キ
レ
ッ
ト
か
ら
ル
ン
ゼ
、
天
狗
尾
根
の
岩
峰 

  

こ
こ
か
ら
は
登
り
一
方
と
な
る
。
二
五
〇
〇
ｍ
の
ピ
ー
ク
ま
で
来

る
と
、
天
狗
尾
根
の
岩
峰
が
せ
り
上
が
り
、
険
し
さ
を
増
し
て
く
る
。

ハ
イ
マ
ツ
も
な
く
な
り
岩
場
・
ガ
レ
場
を
ジ
ク
ザ
ク
登
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
赤
岳
か
ら
下
っ
て
き
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
す
れ
違
う
。
八
時
に
、

「
ル
ン
ゼ
」
下
に
着
い
た
。
見
上
げ
る
岩
の
ガ
ラ
場
に
鎖
と
ペ
ン
キ

の
ル
ー
ト
マ
ー
ク
が
あ
る
。
誰
も
降
り
て
こ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

登
り
始
め
る
。
二
〇
分
足
ら
ず
だ
が
、
落
石
は
怖
い
。 

  

●
岩
峰
か
ら
真
教
寺
尾
根
・
分
岐
、
赤
岳 

  

ル
ン
ゼ
状
の
岩
場
か
ら
岩
尾
根
を
右
手
か
ら
跨
ぐ
と
、
阿
弥
陀
岳

と
中
岳
が
間
近
に
な
っ
て
い
た
。
天
狗
尾
根
の
岩
峰
を
巻
き
岩
場
・

鎖
場
を
登
る
。
こ
の
辺
も
気
が
抜
け
な
い
。
九
時
少
し
過
ぎ
に
、
最

初
の
文
三
郎
新
道
へ
の
分
岐
道
標
に
着
い
た
。
振
り
返
る
と
、
キ
レ

ッ
ト
・
権
現
岳
と
辿
っ
て
き
た

道
が
見
え
、
そ
の
上
の
先
に
北

岳
、
右
手
に
は
甲
斐
駒
ケ
岳
・

仙
丈
ケ
岳
、
左
手
に
は
鳳
凰
三

山
と
素
晴
ら
し
い
展
望
が
開

け
て
い
た
（
写
真
）。
さ
ら
に

岩
場
を
登
る
と
、
真
教
寺
尾
根

の
分
岐
が
あ
り
、
そ
の
先
に
ま

た
、
文
三
郎
新
道
へ
の
分
岐
道

標
が
あ
っ
た
。
鉄
梯
子
を
上
っ

て
、
九
時
四
〇
分
に
赤
岳
神
社

の
あ
る
赤
岳
山
頂
に
着
い
た
。 
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●
赤
岳
山
頂
、
岩
場
か
ら
樹
林
帯
の
長
い
尾
根
筋
の
道 

  

赤
岳
山
頂
小
屋
前
で
、
食
事
に
す
る
。
し
か
し
、
前
日
の
残
り
の

焼
き
お
に
ぎ
り
な
ど
、
水
と
一
緒
で
も
喉
を
通
ら
な
い
。
羊
羹
や
甘

納
豆
、
チ
ョ
コ
な
ど
ム
リ
ヤ
リ
詰
め
込
む
。
朝
方
の
雲
や
霧
は
な
く

な
り
、
突
き
抜
け
る
よ
う
な
秋
の
青
空
が
広
が
る
。
三
六
〇
度
の
展

望
だ
。
北
ア
も
乗
鞍
・
御
岳
も
、
木
曽
駒
も
、
先
ほ
ど
の
南
ア
も
、

そ
し
て
北
八
つ
の
蓼
科
も
、
奥
秩
父
の
山
々
も
、
さ
ら
に
富
士
山
も
。 

  

先
は
長
い
の
で
一
〇
時
過
ぎ
に
下
り
始
め
る
。
真
教
寺
尾
根
の
分

岐
に
は
一
〇
時
半
到
着
。
足
元
注
意
の
看
板
に
心
し
て
鎖
を
手
に
取

り
下
り
始
め
る
。
下
が
見
え
な
い
の
は
恐
怖
だ
。
岩
場
は
、
標
高
差

三
〇
〇
ｍ
ほ
ど
を
、
二
段
に
分
か
れ
て
続
く
（
写
真
・
上
）。
ガ
イ
ド

で
は
鎖
場
が
全
長
二
五
〇
ｍ
続
く
と
あ
る
。
下
り
は
高
度
感
が
も
ろ

に
出
る
の
で
、
神
経
が
磨
り
減
る
。
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
の
要
領
で
行

け
ば
い
い
の
だ
が
、
慎
重
に
足
場
を
選
ぶ
。
二
段
目
の
下
り
の
手
前

で
、
登
っ
て
き
た
登
山
者
に
会
っ
た
。
お
互
い
に
情
報
交
換
す
る
。

こ
の
下
に
さ
ら
に
鎖
場
が
長
く
続
く
と
い
う
。
そ
の
二
段
目
の
岩

場
・
鎖
場
も
同
じ
く
ら
い
長
く
神
経
を
使
っ
た
。
牛
首
山
に
続
く
平

に
見
え
る
尾
根
筋
が
近
づ
い
て
く
る
。
こ
の
先
の
「
足
場
注
意
」
の

標
識
（
一
一
時
三
〇
分
）
で
岩
場
が
終
わ
っ
た
の
を
知
る
。 

  

岩
場
終
了
か
ら
な
だ
ら
か

な
森
林
帯
の
道
ま
で
さ
ら
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
し
て
標

高
二
三
〇
〇
ｍ
付
近
の
ほ
ぼ

平
ら
な
道
が
、
扇
山
・
牛
首
山

ま
で
延
々
と
続
い
た
。
牛
首
山

に
着
い
た
の
が
一
三
時
丁
度
、

結
局
、
真
教
寺
尾
根
分
岐
か
ら
、

岩
を
下
り
、
森
林
帯
を
歩
い
て
、

休
み
ナ
シ
で
二
時
間
三
〇
分

か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
（
ガ
イ

ド
は
二
時
間
一
〇
分
）。 
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●
扇
山
・
牛
首
山
か
ら
賽
の
河
原
、
羽
衣
の
池
、
美
し
森 

  

牛
首
山
か
ら
は
苦
に
な
ら
な
い
下
り
が
続
き
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
（
？
）
な
ど
の
紅
葉
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ほ
ぼ
予

定
通
り
「
賽
の
河
原
」（
写
真
・
上
）
に
到
着
、
清
里
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
乗
り
場
に
着
い
た
。
乗
ろ
う
か
と
聞
い
た
ら
片
道
で
一
千
円
と

い
う
。
即
、
歩
く
こ
と
に
し
て
「
羽
衣
の
池
」
を
目
指
す
。
笹
原
と

樹
林
帯
の
中
を
四
〇
分
、
干
上
が
っ
た
池
に
つ
く
（
写
真
・
下
）。
そ

こ
か
ら
美
し
森
展
望
台
に
出
た
。
赤
岳
を
仰
ぎ
見
て
山
行
の
無
事
と

素
晴
ら
し
い
感
動
に
感
謝
し
た
。
疲
れ
切
っ
た
足
を
引
き
ず
り
駐
車

場
に
一
五
時
丁
度
に
着
い
た
。
食
べ
物
を
受
け
付
け
ず
、
水
だ
け
で

四
時
間
三
〇
分
、
さ
す
が
に
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
っ
た
。 

  

●
ま
と
め 

  

今
回
は
キ
レ
ッ
ト
の
通
過
が
目
的
（
楽
し
み
）
だ
っ
た
。
若
か
り

し
登
稜
会
（
山
岳
会
）
時
代
の
夏
・
冬
合
宿
で
、「
赤
岳
沢
か
ら
赤
岳
・

真
教
寺
尾
根
の
下
り
」、「
ツ
ル
ネ
東
稜
か
ら
権
現
岳
」、「
地
獄
谷
か

ら
天
狗
尾
根
・
赤
岳
」
な
ど
会
報
の
記
録
に
あ
る
。
今
回
の
山
旅
で

は
「
よ
く
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
…
」
の
思
い
だ
っ
た
。 

  

権
現
岳
の
下
り
、
キ
レ
ッ
ト
か
ら
の
赤
岳
へ
の
ル
ン
ゼ
の
登
り
、

真
教
寺
尾
根
の
岩
場
の
下
り
は
、

鎖
が
あ
っ
て
も
ナ
カ
ナ
カ
の
も

の
で
、
結
構
、
慎
重
さ
を
要
求
さ

れ
た
。
で
も
、
旭
岳
や
ツ
ル
ネ
の

ピ
ー
ク
か
ら
の
、
キ
レ
ッ
ト
に
流

れ
る
霧
の
先
に
、
朝
日
を
浴
び
て

聳
え
る
赤
岳
・
天
狗
の
岩
峰
（
写

真
）
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
二
日

間
の
総
歩
数
は
約
四
六
〇
〇
〇

歩
。
赤
岳
か
ら
の
「
水
」
だ
け
の

四
時
間
以
上
の
長
丁
場
の
下
り

は
結
構
辛
か
っ
た
。 
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【私の記録】 
 ＜権現岳「赤岳」真教寺…2008.10.16-17＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●「登山タイム」 

 ２日目…権現小屋・権現岳＝6.00－（1.15）―ツルネ＝7.15－（0.15）―キレット小屋分岐 

 ＝7.30－（0.30）－ルンゼ状ガレ場下＝8.00－（1.00）－文三郎分岐＝9.00―（0.40）― 

 赤岳（2899ｍ）＝9.40～10.10―（0.20）－尾根分岐＝10.30―（1.00）―岩場鎖場終了 

 ＝11.30－（1.30）－牛首山（2280ｍ）＝13.00―（1.00）―賽の河原＝14.00―（羽衣池 

 経由1.00）―美の森・駐車場＝15.00 

 

 ●「目的地までの交通機関・自動車コース」 

 帰路…美の森・駐車場＝15.45－長坂 IC＝16.20－95Ｋｍ・1.10－相模湖＝17.20 

 －50km・0.30―高井戸＝18.00～ 自宅＝18.30 
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赤
岳
鉱
泉
・
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
・
行
者
小
屋
（
一
） 

 
 
 
 

（
二
〇
〇
八
年 

七
月
二
九
・
三
〇
日
） 

 

赤
岩
の
頭
か
ら
か
ら
硫
黄
岳
を
望
む 

 

●
美
濃
戸
口
の
八
ヶ
岳
山
荘 

  

「
調
布
」
か
ら
中
央
道
を
「
甲
府
昭
和
」
ま
で
走
り
、
こ
こ
で
割

引
の
た
め
の
「
ア
ウ
ト
・
イ
ン
」
を
し
て
、
再
び
、
八
ケ
岳
の
裾
野

の
登
り
を
走
る
と
「
諏
訪
南
Ｉ
Ｃ
」
に
着
い
た
。
早
割
り
・
通
勤
割

り
を
活
用
し
た
約
二
時
間
の
高
速
道
。
八
ケ
岳
の
峰
々
が
朝
の
青
空

の
中
に
連
な
っ
て
聳
え
て
い
た
。
諏
訪
南
か
ら
美
濃
戸
口
ま
で
、
左

右
に
広
が
る
高
原
野
菜
の
農
地
を
貫
い
て
い
る
、
非
常
に
整
備
さ
れ

た
農
道
（
舗
装
道
路
）
を
、
山
側
に
向
か
っ
て
ほ
ぼ
直
線
的
に
進
む
。

途
中
、
白
樺
湖
・
美
濃
戸
口
の
分
岐
を
曲
が
る
と
、
程
な
く
美
濃
戸

口
の
「
八
ケ
岳
山
荘
」
前
の
駐
車
場
に
着
い
た
。（
写
真
）
先
着
の
車 
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も
あ
り
、
茅
野
駅
始
発
の
バ
ス
も
到
着
し
て
何
人
か
の
登
山
者
が
出

発
の
準
備
を
し
て
い
た
。 

  

●
林
道
を
美
濃
戸
山
荘
へ 

  

準
備
を
終
え
て
予
定
の
七
時
少
し
前
に
出
発
し
た
。
駐
車
場
先
を

左
手
に
進
み
美
濃
戸
を
目
指
す
。
美
濃
戸
ま
で
は
約
四
五
分
の
車
の

通
る
砂
利
の
林
道
歩
き
が
続
く
。
赤
岳
山
荘
の
駐
車
場
は
結
構
車
が

泊
ま
っ
て
い
た
（
こ
ち
ら
は
一
日
千
円
、
下
は
一
日
五
百
円
）。
木
の

橋
を
渡
り
美
濃
戸
山
荘
の
前
に
出
る
（
写
真
・
上
）。
こ
こ
で
一
息
入

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
し
て
、
北
沢
（
赤
岳
鉱
泉
）・
南
沢
（
行
者

小
屋
）
の
分
岐
を
、
左
手
の
赤
岳
鉱
泉
へ
の
林
道
を
歩
く
。 

  

●
美
濃
戸
山
荘
か
ら
赤
岳
鉱
泉 

  

美
濃
戸
山
荘
か
ら
ダ
ー
ト
林
道
を
一
時
間
ほ
ど
を
歩
く
と
終
点
に

堰
堤
が
あ
り
、
メ
ー
ト
ル
幅
の
木
橋
を
渡
る
と
北
沢
沿
い
の
登
山
道

に
な
る
。
沢
沿
い
の
涼
風
が
心
地
よ
い
（
写
真
・
上
）。
こ
の
辺
か
ら

様
々
な
「
お
花
」
と
の
出
会
い
が
始
ま
る
。
写
真
撮
影
が
「
息
継
ぎ

（
息
を
整
え
る
）」
に
な
っ
て
調
子
も
良
い
。
途
中
、
カ
ラ
の
「
背
負

子
」
を
担
い
だ
二
人
（
多
分
、
赤
岳
鉱
泉
の
従
業
員
）
が
下
っ
て
い

っ
た
。
花
と
渓
谷
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
の
ん
び
り
と
し
て
し
ま
う
。 
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●
赤
岳
鉱
泉 

 

  

Ｖ
字
型
に
開
け
た
空
に
、
大
同
心
・
小
同
心
と
思
わ
れ
る
岩
稜
・

岩
峰
が
聳
え
て
い
る
。
先
ほ
ど
下
っ
て
い
っ
た
う
ち
の
一
人
に
追
い

越
さ
れ
る
。
大
き
な
荷
物
（「
メ
ロ
ン
」
も
あ
っ
た
）
な
の
に
実
に
速

足
だ
っ
た
。
途
中
で
分
岐
し
た
（
沢
筋
が
増
水
時
の
）
巻
き
道
を
合

わ
せ
る
と
間
も
な
く
、
小
屋
付
近
の
開
け
た
場
所
（
冬
場
に
は
、
こ

こ
に
鉄
パ
イ
プ
で
や
ぐ
ら
を
組
ん
で
氷
壁
登
攀
訓
練
用
の
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
を
作
る
と
い
う
）
に
出
た
。
左
に
回
り
こ
む
と
、
小
屋
の
入

り
口
・
水
場
、
テ
ラ
ス
・
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
大
勢
の
先
客
（
多
く
は

下
山
し
て
き
た
人
達
）
が
休
ん
で
い
た
（
写
真
）。
私
も
水
を
補
充
し
、

時
間
に
余
裕
が
あ
る
の
で
し

ば
し
休
む
。 

  

●
赤
岩
の
頭 

  

右
手
に
行
く
と
「
行
者
小

屋
」
へ
、「
赤
岩
の
頭
・
硫
黄

岳
」
へ
は
正
面
の
樹
林
帯
の
登

り
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
ガ
イ
ド

に
あ
る
一
時
間
半
の
本
格
的

な
登
り
が
続
く
。
登
り
始
め
か

ら
左
手
に
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味

に
進
み
、
大
同
心
沢
の
道
標
を
見
て
、
樹
林
帯
の
登
り
に
入
る
。
花

も
咲
い
て
お
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
登
る
。
こ
こ
で
、
後
か
ら
の
登

山
者
に
追
い
越
さ
れ
る
（
こ
の
方
と
赤
岩
の
頭
ま
で
何
度
か
前
後
す

る
…
硫
黄
岳
山
荘
泊
ま
り
で
、
小
屋
で
名
刺
交
換
…
同
い
年
の
Ｇ
さ

ん
と
知
る
）。 

  

森
林
限
界
が
近
づ
き
、
南
側
の
展
望
が
開
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

横
岳
・
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
の
特
徴
あ
る
峰
々
と
稜
線
が
目
前
に
開
け

て
き
た
（
写
真
）。
右
手
に
回
り
こ
む
よ
う
に
行
く
と
、
正
面
に
硫
黄

岳
と
思
わ
れ
る
ピ
ー
ク
が
見
え
た
。
辿
り
つ
い
た
鞍
部
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
「
赤
岩
の
頭
」
の
道
標
が
あ
っ
た
。 

  

赤
岩
の
頭
の
道
標
の
先
の

広
い
ガ
レ
場
に
、
紺
色
の
上
下

の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
た
中
学
生

の
集
団
が
休
憩
し
て
い
た
。
こ

れ
が
、
小
屋
の
予
約
の
と
き
言

っ
て
い
た
、
地
元
中
学
生
の

「
毎
年
の
恒
例
の
登
山
」
と
わ

か
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
彼
ら
と

は
、
硫
黄
岳
山
荘
か
ら
翌
日
の

赤
岳
・
行
者
小
屋
・
美
濃
戸
ま

で
何
や
か
や
と
交
わ
る
こ
と 
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に
な
る
。
私
は
長
い
休
み
を
取
り
、
生
徒
全
員
（
百
人
く
ら
い
）
が

出
発
し
た
あ
と
に
ゆ
っ
く
り
山
頂
を
目
指
し
た
。
途
中
に
「
コ
マ
ク

サ
」
の
群
生
地
が
あ
っ
た
。 

  

●
硫
黄
岳
山
頂
と
火
口 

  

山
頂
に
着
く
と
霧
が
流
れ
て
い
た
（
写
真
・
上
）。
そ
れ
で
も
北
側

に
は
、
足
元
の
夏
沢
峠
を
挟
ん
で
「
東
西
の
天
狗
岳
」
が
見
え
、
そ

の
先
に
「
蓼
科
山
」
が
見
え
た
。
ガ
レ
場
の
頂
上
の
ケ
ル
ン
の
道
標

で
記
念
撮
影
。
有
名
な
噴
火
・
火
口
を
の
ぞ
き
に
行
く
（
写
真
・
下
）。

自
然
の
荒
々
し
さ
。
小
雨
模
様
に
な
り
急
い
で
小
屋
を
目
指
し
て
下

る
。
い
く
つ
か
の
大
き
な
ケ
ル
ン
の
道
標
に
導
か
れ
て
横
岳
方
面
へ

下
る
。
長
野
側
か
ら
の
風
・
霧
の
流
れ
が
厳
し
い
。 

  

●
硫
黄
岳
山
荘 

  

小
屋
で
は
先
着
し
た
中
学
生
が
騒
い
で
い
た
。
手
続
き
を
し
て
、

綺
麗
な
ト
イ
レ
で
用
を
足
し
、「
ウ
ィ
」
を
用
意
し
て
、
休
憩
室
・
談

話
室
に
入
る
。
Ｇ
さ
ん
が
「
八
ヶ
岳
の
花
」
の
本
を
読
ん
で
い
た
。

し
ば
し
語
ら
う
。
中
学
生
の
団
体
の
同
宿
の
た
め
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス

で
食
事
し
、
そ
の
後
、
寝
床
に
す
る
と
い
う
。 

  

食
事
は
山
小
屋
と
し
て
は

良
い
方
だ
っ
た
。
生
ビ
ー
ル
も

頂
い
た
（
ウ
ィ
は
持
っ
て
い
っ

た
分
、
時
間
も
あ
り
全
部
飲
ん

で
し
ま
っ
た
）。 

  

食
後
、
地
元
の
消
防
署
の
方

と
も
話
し
た
。
八
時
過
ぎ
に
寝

て
一
時
頃
目
覚
め
る
。
外
は

「
星
が
降
る
が
ご
と
き
天
空
」

で
、
快
晴
を
期
待
し
た
。 
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【私の記録】 
 ＜権現岳「赤岳」真教寺…2008.10.16-17＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 往路…自宅＝4.00－調布 IC＝4.30－105Ｋｍ・1.20－甲府昭和（早割）＝6.00―50Ｋｍ 

 ・0.30－諏訪南 IC＝6.30―10ｋｍ・0.15―美濃戸口・駐車場＝6.45～7.00 

 

 ●登山コース・タイム 

 １日目…美濃戸口＝7.00－（1.00）－美濃戸＝8.00－（2.20）－赤岳鉱泉＝10.20～ 

 10.30―（1.50）－赤岩の頭＝12.20～12.50―（0.30）―硫黄岳（2742ｍ）＝13.20～13.30 

 ―（0.20）―硫黄岳山荘＝13.50 
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赤
岳
鉱
泉
・
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
・
行
者
小
屋
（
二
） 

 
 

（
二
〇
〇
八
年 

七
月
二
九
・
三
〇
日
） 

 

横
岳
稜
線
か
ら
か
ら
赤
岳
・阿
弥
陀
岳
を
望
む 

 

●
硫
黄
岳
山
荘
の
ご
来
光 

  

食
事
の
用
意
の
音
や
、
早
立
ち
の
人
達
の
物
音
で
目
覚
め
る
。
服

を
着
て
荷
物
を
持
ち
寝
床
を
離
れ
る
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
懐
中
電
灯
を
忘
れ

る
・
紛
失
）。
ご
来
光
は
四
時
五
〇
分
、
小
屋
の
前
に
既
に
大
勢
の
泊

り
客
が
待
っ
て
い
る
（
写
真
・
上
）。
山
梨
側
（
北
杜
市
・
清
里
な
ど
）

の
麓
は
雲
の
下
に
あ
り
、
奥
秩
父
の
山
々
の
左
手
か
ら
「
陽
」
は
登

る
よ
う
だ
。
い
つ
も
の
感
動
が
訪
れ
る
。
私
よ
り
年
配
の
方
が
陽
に

向
か
い
合
掌
し
て
い
た
。
横
岳
も
き
れ
い
に
見
え
た
（
写
真
・
下
）。

朝
食
も
ま
ず
ま
ず
。
た
だ
、
昨
日
飲
み
過
ぎ
な
の
か
食
欲
が
今
ひ
と

つ
た
っ
た
。
納
豆
で
ゴ
ハ
ン
一
杯
だ
け
に
す
る
。 
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●
山
荘
か
ら
横
岳
の
岩
場
伝
い 

  

中
学
生
の
出
発
の
前
に
と
思
っ
た
が
第
一
陣
は
既
先
行
し
て
い
た
。

予
定
の
六
時
前
に
小
屋
を
後
に
し
た
。
快
晴
の
早
朝
の
登
山
は
素
晴

ら
し
い
。
稜
線
な
の
で
展
望
も
抜
群
で
、
北
ア
ル
プ
ス
・
乗
鞍
岳
や

御
嶽
山
・
中
央
ア
ル
プ
ス
、
そ
し
て
横
岳
・
赤
岳
越
し
に
南
ア
ル
プ

ス
が
一
望
で
き
る
。
足
元
は
、
育
成
さ
れ
て
い
る
「
コ
マ
ク
サ
」
や
、

自
生
の
「
チ
シ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
」
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。 

  

先
行
し
て
い
た
中
学
生
が
騒
い
で
い
る
。
横
岳
の
何
箇
所
か
の
「
岩

場
・
鎖
場
」
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
（
写
真
）。
彼
ら
の
先
生
方
や
地

元
山
岳
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
何
人
か
で
、
生
徒
た
ち
を

ガ
ー
ド
し
て
い
た
。
私
も
見
守

ら
れ
な
が
ら
快
適
に
通
過
し

た
。
横
岳
は
遠
め
に
は
平
ら
な

稜
線
に
見
え
る
が
、
結
構
岩
場

の
細
か
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

あ
り
気
が
抜
け
な
い
。 

  

●
大
同
心
・
小
同
心
の
岩
場 

  

岩
場
・
鎖
場
を
過
ぎ
る
と
横

岳
の
頂
上
だ
っ
た
。
中
学
生
た
ち
が
山
頂
道
標
の
周
囲
を
譲
っ
て
く

れ
た
。
記
念
写
真
を
頼
ん
だ
。
長
野
県
の
山
頂
・
山
名
道
標
は
○
○

○
と
ダ
ン
ゴ
状
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
よ
う
だ
。
横
岳
の
下
り

か
ら
、
日
陰
の
長
野
側
を
見
る
と
大
同
心
・
小
同
心
の
沢
の
ツ
メ
の

岩
壁
・
岩
峰
が
凄
み
を
帯
び
て
迫
る
。
冬
の
こ
の
コ
ー
ス
は
結
構
グ

レ
ー
ド
が
高
い
の
だ
ろ
う
（
昔
、

登
稜
先
輩
も
挑
戦
し
た
）。 

  

こ
こ
か
ら
赤
岳
天
望
荘
ま

で
一
時
間
以
上
あ
る
。
横
岳
の

名
前
の
あ
る
い
く
つ
か
の
ピ

ー
ク
を
岩
場
の
登
り
降
り
を

こ
な
し
て
い
く
。
正
面
の
赤
岳

（
写
真
）、
そ
の
背
景
に
南
ア

ル
プ
ス
北
部
の
峰
々
、
左
手
遠

く
に
富
士
山
が
、
こ
れ
以
上
な

い
と
い
う
快
晴
の
紺
碧
の
空

に
聳
え
て
い
る
。 

  
●
天
望
荘
と
赤
岳
山
頂
の
展
望 

  

左
（
山
梨
側
）
か
ら
杣
添
尾
根
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
右
手
（
長
野

側
）
か
ら
地
蔵
尾
根
を
あ
わ
せ
る
と
、
ほ
ど
な
く
赤
岳
の
肩
に
位
置 
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す
る
、
風
力
発
電
で
有
名
な
赤
岳
天
望
荘
の
前
に
出
る
。
暫
し
休
ん

で
、
赤
岳
の
最
後
の
登
り
に
挑
む
、
先
行
者
の
登
っ
て
い
る
の
が
見

え
る
。
約
四
〇
分
の
登
り
（
写
真
・
上
）。 

  

頂
上
小
屋
が
山
頂
（
北
側
）
を
占
拠
し
て
い
て
あ
ま
り
広
く
な
い
。

直
ぐ
近
く
の
南
側
の
ピ
ー
ク
に
は
祠
（
赤
岳
神
社
…
写
真
・
下
）
が

あ
り
、
そ
の
下
が
や
や
広
く
な
っ
て
い
た
。
北
側
の
ベ
ン
チ
で
休
ん

で
い
る
と
「
ヘ
リ
」
が
飛
ん
で
き
た
。
天
望
荘
近
く
か
ら
人
を
吊
り

上
げ
、
茅
野
方
面
へ
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
祠
か
ら
少
し
左
手
に
下

が
っ
て
い
く
と
、「
阿
弥
陀
岳
」
と
「
権
現
岳
」
へ
の
分
岐
が
あ
る
。

権
現
岳
や
足
元
の
キ
レ
ッ
ト
は
霧
の
中
に
あ
っ
た
。 

 

● 

赤
岳
山
頂
か
ら
中
岳
・
中
岳
の
コ
ル 

  

権
現
岳
へ
の
分
岐
か
ら
、
赤
岳
山
頂
・
直
下
の
岩
場
を
巻
く
よ
う

に
下
る
。
鎖
場
が
多
く
、
こ
の
時
間
（
九
時
過
ぎ
）、
行
者
小
屋
か
ら

文
三
郎
登
山
道
を
登
っ
て
き
た
人
達
と
出
会
い
、
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
。
文
三
郎
登
山
道
の
分
岐
か
ら
は
岩
場
や
急
な
下
り
か
ら
開
放

さ
れ
、
ガ
レ
・
ザ
レ
場
を
中
岳
へ
向
か
っ
て
下
る
。
遠
目
か
ら
は
赤

岳
と
阿
弥
陀
岳
に
挟
ま
れ
た
小
さ
な
ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
、
鞍
部
か
ら

見
る
と
な
か
な
か
大
き
い
。 

  

中
岳
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
阿

弥
陀
岳
の
登
り
が
さ
ら
に
大

き
く
急
峻
に
見
え
る
（
写
真
）。

下
り
で
「
お
ー
い
」
の
叫
び
声

…
。
叫
ん
だ
と
思
わ
れ
る
人
が
、

何
事
も
な
い
よ
う
に
下
っ
て

く
る
の
が
見
え
た
の
で
、
わ
れ

わ
れ
も
先
を
急
ぐ
。
行
者
小
屋

へ
下
る
コ
ル
に
出
た
。 

  
●
阿
弥
陀
岳
往
復 

  

コ
ル
か
ら
見
上
げ
る
阿
弥
陀
岳
へ
の
登
り
の
急
さ
は
凄
い
。
足
で
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登
る
と
い
う
よ
り
手
足
を
使
っ
て
攀
じ
る
と
い
う
感
じ
だ
。
コ
ル
に

荷
物
を
置
い
て
デ
ジ
カ
メ
と
水
筒
だ
け
で
登
る
（
ガ
イ
ド
で
は
登
り

二
五
分
・
下
り
二
〇
分
と
あ
る
が
）。
と
に
か
く
急
で
岩
登
り
に
近
い
。

し
か
も
岩
が
浮
い
て
い
て
落
石
の
危
険
も
あ
る
。
帰
り
が
心
配
に
な

る
。
振
り
返
る
と
赤
岳
が
霧
に
ま

か
れ
て
な
か
な
か
そ
の
山
容
を

見
せ
な
い
。
横
岳
の
稜
線
か
ら
の

山
容
と
違
い
、
こ
ち
ら
か
ら
は

「
厳
つ
い
感
じ
」
が
す
る
。 

  

阿
弥
陀
岳
の
山
頂
か
ら
や
っ

と
そ
の
全
容
を
見
せ
た
。
下
り
は

大
勢
で
接
近
し
て
下
る
と
危
険

な
の
で
少
し
山
頂
に
止
ま
る
。
権

現
岳
方
面
は
見
え
な
い
ま
ま
。
後

か
ら
登
っ
て
き
た
人
に
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い
下
り
に
入
る
。 

  

●
行
者
小
屋
・
美
濃
戸
・
美
濃
戸
口
駐
車
場 

  

コ
ル
で
は
、
例
の
中
学
生
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
た
。
な
か
な
か
元

気
が
良
く
、
お
し
ゃ
べ
り
に
余
念
が
な
い
。
先
生
も
大
変
だ
な
…
と

思
う
。
行
者
小
屋
で
Ｇ
さ
ん
に
会
う
。
先
行
の
中
学
生
た
ち
の
後
に

つ
い
て
き
た
と
い
う
。
阿
弥
陀

岳
は
パ
ス
し
た
ら
し
い
。
行
者

小
屋
（
写
真
）
で
「
山
菜
蕎
麦
」

を
食
べ
る
。
こ
れ
で
二
時
間
半

以
上
の
駐
車
場
ま
で
の
行
程

だ
が
お
腹
は
持
つ
か
。
中
学
生

た
ち
と
一
緒
の
沢
沿
い
歩
き

と
な
っ
た
。
途
中
で
珍
し
い
花

「
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
」
を
、
中

学
生
の
学
校
の
先
生
が
見
つ

け
て
教
え
て
く
れ
た
。
美
濃
戸

山
荘
か
ら
の
林
道
歩
き
は
、
ブ

ヨ
が
し
つ
こ
く
ま
と
わ
り
着
き
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
刺
し
に
来
る
。 

  

登
山
再
開
か
ら
随
分
と
長
い
間
「
い
つ
か
は
必
ず
」
と
思
っ
て
い

た
「
赤
岳
」
に
登
る
こ
と
が
出
来
た
。
ガ
イ
ド
の
写
真
で
見
た
「
赤

岳
」
の
本
物
が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
セ
ピ
ア
色
の
記
憶
（
二

〇
代
の
頃
の
美
濃
戸
か
ら
、
ま
た
清
里
側
か
ら
の
登
山
）
と
何
も
結

び
つ
か
な
い
。
山
容
は
当
然
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
だ
が
。
た
だ
ひ

た
す
ら
、
過
激
さ
を
求
め
て
い
た
こ
ろ
の
精
神
は
、
穏
や
か
な
尾
根

道
や
連
な
る
山
々
の
佇
ま
い
な
ど
、
意
識
の
端
に
も
お
か
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。 
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【私の記録】 
 ＜横岳から「赤岳」…2008.10.16-17＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 ２日日…硫黄岳山荘＝5.45－（0.45）－横岳2829ｍ＝6.30－（1.20）―赤岳天望荘＝ 

 7.50―（0.50）－赤岳 2899ｍ＝8.40～9.10－（1.50）―阿弥陀岳 2805ｍ＝11.00～11.20 

 ―（1.10）―行者小屋＝12.30～12.50－（2.00）―美濃戸＝14.50－（0.40）―美濃戸口 

 ＝15.30 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 帰路…美濃戸口・駐車場＝16.00－小淵沢 IC＝16.30－1.20－上野原 IC＝17.50－0.40 

 －高井戸 IC＝18.30－0.30－自宅＝19.00 
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【花の記録】 
 ＜「八ケ岳」…2008.10.16-17＞ 
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【花の記録】 
 ＜「八ケ岳」…2008.10.16-17＞ 
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「
天
女
山
・
美
し
森
」 

 
 

 
 
 

（
二
〇
〇
七
年 

五
月
八
日
） 

 

清
里
・美
し
森
か
ら
牛
首
山
・赤
岳
を
望
む 

  

●
天
女
山
か
ら
美
し
森
へ 

八
ヶ
岳
連
峰
展
望
コ
ー
ス 

  

白
州
付
近
で
、
南
ア
の
甲
斐
駒
ケ
岳
・
鳳
凰
三
山
の
展
望
を
楽
し

み
撮
影
し
た
後
、
小
淵
沢
Ｉ
Ｃ
の
道
標
を
頼
り
に
右
折
す
る
。
中
央

道
を
横
切
る
と
八
ケ
岳
山
麓
の
高
原
道
路
に
入
る
（
こ
の
道
は
す
こ

し
前
ま
で
有
料
だ
っ
た
）。 

  

天
女
山
へ
の
道
標
に
導
か
れ
て
登
る
と
、
駐
車
場
が
あ
り
編
笠

山
・
権
現
岳
へ
の
登
山
口
と
な
っ
て
い
る
。
駐
車
場
先
に
「
天
女
山
・

山
頂
」
が
あ
り
先
ほ
ど
見
て
き
た
、
南
ア
の
甲
斐
駒
・
早
川
尾
根
、

鳳
凰
三
山
が
見
え
る
。 
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天
女
山
か
ら
高
原
道

路
を
さ
ら
に
行
く
と
、

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
あ
り

そ
こ
か
ら
八
ケ
岳
主
峰

の
赤
岳
・
権
現
岳
が
見

え
る
（
写
真
）。
そ
の
間

の
キ
レ
ッ
ト
は
、
手
前

の
山
に
隠
れ
て
お
り
相

当
の
上
り
下
り
（
標
高

差
）
の
よ
う
だ
。 

  

清
泉
寮
へ
の
分
岐
を

過
ぎ
て
美
し
森
下
の
駐

車
場
に
行
く
。
一
〇
分

程
の
階
段
を
登
る
と
展

望
台
に
着
く
。
こ
こ
は

赤
岳
へ
直
登
す
る
真
教

寺
尾
根
の
登
山
口
で
も

あ
る
。
今
日
は
午
後
も

春
霞
に
は
な
ら
ず
終
日

展
望
に
恵
ま
れ
た
。
八

ケ
岳
の
雪
は
や
や
少
な

か
っ
た
。 

 

●
帰
路
―
一 

ぶ
ど
う
峠
・
志
賀
坂
峠
を
越
え
て
秩
父
へ 

  

清
里
高
原
か
ら
の
帰
路
は
、
野
辺
山
の
先
か
ら
川
上
村
に
出
て
、

馬
越
峠
か
ら
南
相
木
村
・
北
相
木
村
を
通
り
、
ぶ
と
う
峠
を
越
え
て

上
野
村
を
通
り
二
九
九
号
で
志
賀
坂
峠
を
越
え
、
秩
父
に
出
た
。
中

津
川
林
道
の
方
が
悪
路
だ
が
時
間
的
に
早
い
し
距
離
的
に
も
近
い
。 

  

●
帰
路
―
二 

三
国
峠
（
舗
装
）
経
由 

中
津
川
林
道
（
ダ
ー
ト
） 

  

毛
木
平
か
ら
梓
山
ま
で
戻
り
、
三
国
峠
へ
の
道
を
行
く
。
峠
に
は

一
二
時
五
〇
分
到
着
、
バ
イ
ク
族
が
昼
食
し
て
い
た
。
林
道
の
状
況

を
聞
く
。
通
行
可
能
と
の
こ
と
で
即
出
発
。
ド
ラ
イ
ブ
シ
フ
ト
は
「
Ｌ

と
Ｓ
」
を
繰
り
返
し
て
慎
重
に
下
る
。
時
速
制
限
は
一
五
キ
ロ
だ
っ

た
。
一
三
時
四
〇
分
に
ふ
れ
あ
い
の
森
（
こ
こ
か
ら
舗
装
）
に
着
く
。

車
の
ホ
コ
リ
払
い
・
タ
イ
ヤ
の
小
石
取
り
を
し
た
。 

  

秩
父
か
ら
一
般
道
で
行
く
か
、
寄
居
で
の
有
料
道
路
（
四
一
〇
円
）

で
い
く
か
迷
っ
た
が
、
夕
方
混
む
時
間
帯
に
な
り
そ
う
な
の
で
有
料

に
。
道
の
駅
・
花
園
で
買
い
物
を
し
て
花
園
Ｉ
Ｃ
～
練
馬
Ｉ
Ｃ
と
関

越
利
用
。
こ
こ
で
う
っ
か
り
し
て
い
て
、
一
七
時
チ
ョ
イ
前
に
料
金

所
を
通
過
し
た
た
め
割
引
な
し
の
千
八
百
円
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た

（
一
部
通
勤
割
引
適
用
だ
と
千
五
百
円
）。
早
め
の
帰
宅
と
な
っ
た
。 
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【私の記録】 
 ＜小淵沢から八ヶ岳高原道路…2007.05.08＞ 
 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■目的地までの交通機関・自動車コース 

ぶどう峠ルート…小淵沢＝11.30－天女山＝12.10～20－美し森＝12.40～13.20－川

上村＝13.40－南・北相木村＝14.20―ぶどう峠＝14.50上野村＝15.30.－志賀坂峠＝

16.00－秩父市＝17.00－皆野寄居有料・花園ＩＣ＝－関越道－自宅＝18.15 

 

中津川林道ルート…清里―川上村分岐（14.00）―廻り目平・毛木平分岐－三国峠林

道入口・舗装（14.30）－三国峠（14.50）－中津川林道入口・ダート（15.00）－体

験の森・ふれあいの森・舗装（16.00）－中津川・三峰口・秩父（17.00）－皆野寄居

有料道経由・花園ＩＣ（17.45）―関越道・練馬ＩＣ（18.30）―自宅（18.45） 
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三
、
北
・
八
ヶ
岳
の
山
々 

  

北
八
ッ
は
森
の
高
地
で
あ
る
。
鬱
蒼
と
し
た
針
葉
樹
の
原
生
林
が

い
ち
め
ん
に
、
な
だ
ら
か
な
山
々
の
起
伏
を
被
い
、
山
奥
の
澄
ん
だ

湖
が
ひ
っ
そ
り
と
森
の
し
じ
ま
を
映
し
て
い
る
。
こ
の
裏
八
ヶ
岳
と

も
い
う
べ
き
陰
の
濃
い
山
域
に
は
、
八
ヶ
岳
の
本
峰
で
あ
る
南
八
ヶ

岳
の
、
あ
の
気
負
い
立
っ
た
よ
う
な
激
し
さ
と
鋭
さ
は
な
い
が
、
そ

の
か
わ
り
、
い
つ
ま
で
も
人
の
胸
に
残
る
よ
う
な
、
奥
ぶ
か
い
静
け

さ
に
充
ち
た
や
す
ら
ぎ
が
あ
る
。
…
こ
の
文
は
、「
ア
ル
プ
」
の
同
人

で
あ
り
、「
独
標
登
高
会
」
の
設
立
者
で
も
あ
る
「
山
口
輝
久
」
の
著

書
の
「
北
八
ッ
彷
徨
」
の
一
節
で
あ
る
。 

  

若
い
時
（
山
岳
会
時
代
）
の
北
八
ヶ
岳
と
い
え
ば
、
稲
子
岳
の
岩

登
り
合
宿
を
真
っ
先
に
思
い
出
す
。
そ
の
頃
は
渋
の
湯
か
ら
黒
百
合

平
の
小
屋
に
入
り
、
中
山
峠
か
ら
ミ
ド
リ
池
へ
下
り
、
稲
子
岳
の
岩

を
攀
じ
て
、
山
頂
か
ら
ニ
ュ
ウ
を
経
由
し
て
小
屋
に
戻
っ
た
。 

  

さ
ら
に
、
若
い
時
（
大
学
時
代
）
で
は
、
渋
の
湯
か
ら
黒
百
合
平

を
経
て
天
狗
岳
、
高
見
石
か
ら
白
駒
池
へ
出
て
、
湖
畔
の
白
駒
荘
に

宿
泊
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
ま
た
、
働
き
盛
り
の
こ
ろ
、
車
利
用

の
旅
行
で
、
麦
草
峠
か
ら
白
駒
池
を
回
り
、
野
辺
山
の
天
文
台
を
見

て
か
ら
、
清
里
の
「
清
泉
寮
」
に
泊
っ
た
こ
と
も
思
い
出
す
。
そ
の

と
き
の
麦
草
峠
へ
の
道
も
カ
ラ
マ
ツ
が
黄
金
色
に
輝
い
て
い
た
。 

 
 
 

小
海
か
ら
麦
草
峠
へ
の
道
、
見
事
な
カ
ラ
マ
ツ
の
紅
葉 
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本
沢
温
泉
・
硫
黄
岳
・
天
狗
岳
・
中
山
峠
（
一
） 

 
 

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
八
・
一
九
日
） 

 

本
澤
温
泉
先
か
ら
露
天
風
呂
へ
の
分
岐
付
近
の
紅
葉 

 

●
松
原
湖
か
ら
稲
子
湯 

  

北
八
ヶ
岳
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
通
い
慣
れ
た
道
だ
。
早
朝
・
通
勤
割

引
を
使
っ
て
半
額
で
佐
久
ま
で
来
る
（
富
岡
Ｉ
Ｃ
で
出
入
）。
家
を
四

時
少
し
過
ぎ
に
出
て
、
佐
久
平
Ｓ
Ａ
で
ト
イ
レ
休
憩
、
時
間
調
整
し

て
六
時
過
ぎ
に
佐
久
Ｉ
Ｃ
を
出
た
。
松
原
湖
入
口
ま
で
一
四
一
号
線

を
四
〇
分
ほ
ど
走
る
。
二
車
線

の
広
い
道
が
、
来
る
た
び
に
延

長
さ
れ
て
い
る
。 

  

松
原
湖
か
ら
「
稲
子
湯
」
の

道
標
に
案
内
さ
れ
て
、
八
ヶ
岳

の
大
月
川
沿
い
の
舗
装
道
を

走
る
。
途
中
「
本
沢
温
泉
」
の

分
岐
を
見
て
、
稲
子
湯
（
写
真
）

の
前
を
通
り
、
そ
の
先
に
「
ミ

ド
リ
池
入
口
」
の
駐
車
場
が
あ

り
七
時
少
し
過
ぎ
に
着
い
た

（
佐
久
か
ら
一
時
間
）。 

  
●
ミ
ド
リ
池
・
し
ら
び
そ
小
屋  

  

月
曜
日
な
の
で
、
前
日
か
ら
の
流
れ
で
駐
車
場
は
ほ
ぼ
満
車
（
一 
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〇
台
程
）
に
近
い
。
途
中
で
購
入
し
た
朝
食
を
食
べ
て
、
予
定
通
り

七
時
半
に
出
発
し
た
。
ゲ
ー
ト
脇
に
登
山
届
が
あ
り
投
函
す
る
。
ダ

ー
ト
だ
が
幅
広
い
林
道
と
、
樹
林
帯
の
登
山
道
を
何
度
か
入
り
混
じ

り
な
が
ら
、
少
し
づ
づ
登
る
。
針
葉
樹
が
多
い
が
、
所
々
紅
葉
し
て

い
る
。
ミ
ド
リ
池
は
標
高
二
〇
四
〇
ｍ
位
で
三
〇
〇
ｍ
ほ
ど
登
る
。 

  

途
中
、
伐
採
工
事
・
通
行
止
め
の
看
板
や
ガ
ー
ド
が
あ
る
も
、
朝

早
い
の
で
工
事
に
入
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
進
む
。
苔
む
し
た
北

八
ケ
岳
ら
し
い
道
を
進
む
。
ガ
イ
ド
の
写
真
で
見
た
軌
道
（
伐
採
し

た
樹
木
を
運
ん
だ
）
が
現
れ
た
。
こ
の
辺
は
勾
配
が
緩
く
、
昔
か
ら

の
植
樹
さ
れ
た
人
工
林
が
多
い
よ
う
だ
。
そ
の
先
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の

や
や
黄
金
色
に
色
づ
き
始
め
た

林
が
続
い
て
い
た
。 

  

一
時
間
半
ほ
ど
で
、
ミ
ド
リ
池

（
写
真
）
と
そ
の
畔
の
「
し
ら
ひ

そ
小
屋
」
に
着
い
た
。
思
っ
た
よ

り
小
さ
い
池
だ
が
、
静
か
な
た
た

ず
ま
い
で
い
い
。
天
狗
岳
の
稜
線

が
見
え
、
少
し
先
に
行
く
と
稲
子

岳
の
南
壁
が
見
え
る
。
湖
畔
の
紅

葉
は
、「
シ
ラ
ビ
ソ
」
や
「
コ
メ

ツ
ガ
」
な
ど
針
葉
樹
の
緑
と
、
黄

色
い
葉
を
少
し
残
し
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
中
に
、「
な
な
か
ま
ど
」
か
「
も

み
じ
」
な
の
か
、
真
っ
赤
な
木
が
一
本
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い

た
。
小
屋
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
人
恋
し
そ
う
に
、
登
山
者
用
ベ
ン
チ
で

休
ん
で
い
る
私
を
見
つ
め
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

 

  

●
し
ら
び
そ
小
屋
か
ら
本
沢
温
泉 

  

ミ
ド
リ
池
を
左
に
回
り
込
む
よ
う
に
行
く
。
落
ち
葉
が
足
に
や
さ

し
い
道
を
い
く
。
先
行
す
る
ご
夫
婦
に
並
び
、
中
山
峠
へ
の
分
岐
で
、

峠
か
ら
天
狗
岳
を
目
指
す
ご
夫
婦
（
京
都
か
ら
来
た
と
か
）
と
別
れ

る
。
標
高
差
の
ほ
と
ん
ど
な
い
、
シ
ラ
ビ
ソ
・
コ
メ
ツ
ガ
の
苔
む
し

た
樹
林
帯
を
時
折
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
歩
く
。
何
と
も
快
適
、
気

持
の
い
い
ひ
と
時
だ
。 

  

一
時
間
近
く
で
車
の
通
れ
る

や
や
広
め
の
林
道
へ
出
て
、
本
沢

温
泉
の
「
小
屋
風
の
建
物
」（
写

真
）
に
到
着
し
た
。
小
屋
前
の
ベ

ン
チ
で
朝
食
の
余
り
を
食
べ
る
。

小
屋
番
の
女
性
た
ち
に
リ
ン
ゴ

と
カ
キ
を
貰
っ
た
。
野
天
風
呂
か

ら
戻
っ
た
登
山
者
が
、
う
ま
そ
う

に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
。 
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●
本
沢
温
泉
か
ら
夏
沢
峠  

  

一
〇
時
四
〇
分
に
、
夏
沢
峠
経
由
硫
黄
岳
の
往
復
を
目
指
し
て
出

発
す
る
。
登
り
二
時
間
、
下
り
一
時
間
半
の
予
定
だ
。
夏
沢
峠
は
「
日

本
三
大
峠
」
に
数
え
ら
れ
た
り
す
る
。
確
か
に
歴
史
あ
る
峠
道
だ
け

に
歩
き
や
す
い
。
時
折
、
硫
黄
岳
方
面
の
展
望
が
開
け
、
噴
火
口
の

荒
々
し
い
山
肌
が
迫
る
。
一
時

間
ち
ょ
う
ど
で
峠
に
着
い
た
。 

  

峠
に
は
小
屋
が
二
軒
あ
り

そ
の
間
に
躍
り
出
た
（
写
真
）。

展
望
は
今
ま
で
辿
っ
て
き
た

ミ
ド
リ
池
・
本
沢
温
泉
側
は
開

け
て
い
る
が
、
長
野
側
は
見
え

な
い
。
趣
の
あ
る
峠
と
は
言
え

ず
、
三
大
峠
の
残
り
一
つ
を
越

え
た
に
し
て
は
、
い
さ
さ
か
物

足
り
な
い
。 

  

●
夏
沢
峠
か
ら
硫
黄
岳  

  

夏
沢
峠
か
ら
南
に
し
ば
し
樹
林
帯
を
行
く
。
ガ
レ
場
の
迂
回
を
過

ぎ
る
と
、
森
林
限
界
を
超
え
始
め
、
丈
の
低
い
灌
木
と
ハ
イ
マ
ツ
の

岩
混
じ
り
の
き
つ
く
な
っ
た
登
り
道
を
喘
ぎ
な
が
ら
登
る
（
歩
き
始

め
て
五
時
間
目
に
疲
れ
が
ど
っ
と
で
る
）。
峠
で
見
た
、
尖
が
っ
た
部

分
を
越
え
る
と
、
平
た
く
広
が
っ
た
硫
黄
岳
・
山
頂
へ
の
な
だ
ら
か

な
尾
根
筋
が
続
く
。
一
組
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
会
う
。
い
く
つ
か
の

大
き
な
ケ
ル
ン
に
導
か
れ
な
が
ら
や
っ
と
、
見
覚
え
の
あ
る
山
頂
（
写

真
）
に
た
ど
り
着
い
た
。 

  

広
い
山
頂
に
は
男
女
の
ペ

ア
が
い
た
が
ま
も
な
く
赤
岳

鉱
泉
の
方
へ
下
っ
て
行
っ
た
。

霧
が
激
し
く
動
い
て
お
り
、
横

岳
の
大
同
心
な
ど
岩
峰
が
、
現

れ
た
り
消
え
た
り
し
て
い
る
。

天
狗
岳
方
面
は
霧
の
中
だ
。
寒

い
し
、
時
間
的
に
も
迫
っ
て
お

り
、
独
り
ぼ
っ
ち
な
の
で
引
き

上
げ
る
。 

  

●
硫
黄
岳
か
ら
夏
沢
峠
・
本
沢
温
泉 

  

登
り
に
一
時
間
二
〇
分
も
か
か
っ
た
の
に
、
下
り
は
三
〇
分
足
ら

ず
で
峠
に
到
着
。
峠
か
ら
も
ひ
た
す
ら
下
っ
た
。
野
天
風
呂
の
分
岐

に
三
〇
分
で
つ
い
た
。
硫
黄
の
臭
い
が
き
つ
い
こ
の
広
場
の
紅
葉
は 



 

36 

結
構
見
応
え
が
あ
っ
た
。 

  

●
本
沢
温
泉
の
野
天
風
呂 

  

野
天
風
呂
の
道
標
に
沿
っ
て
本
谷
沿
い
に
下
る
。
白
の
ザ
レ
場
の

斜
面
に
道
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
手
す
り
の
つ
い
た
、
畳
一
枚
分
の
板

敷
き
の
脱
衣
場
（
囲
い
は
な
い
）
が
あ
り
、
や
は
り
畳
一
枚
分
の
湯

あ
が
り
と
い
う
か
板
敷
き
の
つ
い
た
湯
殿
が
あ
る
。
広
さ
一
坪
に
満

た
ず
三
～
四
人
入
る
と
満
員
の
狭
さ
だ
。 

  

先
客
は
お
ら
ず
、
気
兼
ね
せ
ず
ザ
ッ
ク
を
置
き
、
脱
衣
場
で
裸
に

な
る
。
高
所
で
谷
間
で
陽
も
さ
さ
ず
、
さ
す
が
に
寒
く
感
じ
る
。
湯

は
白
濁
し
て
お
り
硫
黄
の
臭
い
が
き
つ
い
。
湯
温
は
四
三
℃
と
あ
っ

た
が
も
っ
と
低
い
感
じ
だ
。
自
分
の
入
浴
シ
ー
ン
を
撮
る
。
硫
黄
岳

の
噴
火
口
壁
が
正
面
に
見
え
る
。
ほ
ど
な
く
、
夫
婦
連
れ
が
到
着
し

た
。
奥
さ
ん
が
「
水
着
だ
か
ら
大
丈
夫
よ
」
と
い
い
つ
つ
二
人
で
入

っ
て
き
た
。
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
。
所
沢
か
ら
来
た
と
い
う
。

今
日
は
こ
こ
ま
で
（
本
沢
温
泉
）
だ
と
い
う
。 

  

続
い
て
年
配
の
男
性
二
人
が
近
づ
い
て
き
た
が
、
女
性
が
い
る
の

に
気
付
き
引
き
返
し
て
行
っ
た
。
私
は
二
〇
分
ほ
ど
で
上
が
っ
た
。

ご
夫
婦
も
ほ
ぼ
一
緒
ぐ
ら
い
に
上
が
っ
た
。 

 

 

●
本
沢
温
泉 

  

本
沢
温
泉
の
母
屋
は
、
普
通
の
登
山
小
屋
と
は
異
な
り
個
室
が
多

い
。
一
番
安
い
大
部
屋
と
い
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
二
〇
人
程
度
（
二

段
式
で
）。
こ
の
日
は
秩
父
の
山
岳
会
の
五
人
と
、
男
性
二
人
組
、
と

私
ひ
と
り
で
、
か
な
り
ガ
ラ
ガ
ラ
。
あ
と
個
室
の
ご
夫
婦
が
二
組
だ

っ
た
。
六
時
か
ら
の
食
事
ま
で
、
湯
あ
が
り
で
冷
え
た
せ
い
か
布
団

に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、
山
岳
会
の
人
た
ち
の
宴
会
の
騒
ぎ
を
聞
い
て
い

た
。
夕
食
は
天
ぷ
ら
な
ど
、
あ
ま
り
豪
華
と
は
言
え
な
い
。
八
時
に

は
寝
た
。 
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【私の記録】 
 ＜本澤温泉から「硫黄岳」…2010.10.18-19＞ 
 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 往路…練馬 IC＝4.30－関越道 98.7Km・1.00－富岡 IC（早割出入）＝5.30―上信越道 

 ・51Km・0.40―佐久 IC（通勤割）＝6.10 ―141号線・33ｋｍ（松原湖交差点）・1.00― 

 みどり池入口＝7.10 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 １日日…みどり池入口＝7.30―（1.30）―しらびそ小屋＝9.00―（0.10）－中山峠・ 

 分岐＝9.10―（1.10）―本沢温泉＝10.20～10.40―（1.00）―夏沢峠＝11.40―（1.20） 

 －硫黄岳＝13.00～13.20―（0.30）－夏沢峠＝13.50―（1.00）―野天風呂＝14.40～ 

 15.00―（0.10）―本沢温泉＝15.10 
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本
沢
温
泉
・
硫
黄
岳
・
天
狗
岳
・
中
山
峠
（
二
） 

 
 

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
八
・
一
九
日
） 

 

根
石
岳
の
下
り
か
ら
東
天
狗
岳
・西
天
狗
岳
（左
） 

 

●
朝
食
～
出
発
～
夏
沢
峠 

  

六
時
半
に
食
事
、
六
時
出
発
の
予
定
が
狂
っ
た
。
み
そ
汁
の
ぶ
っ

か
け
ご
は
ん
で
腹
に
詰
め
込
み
、
七
時
少
し
前
に
出
発
す
る
。
峠
ま

で
知
っ
た
る
道
を
丁
度
一
時
間
で
到
着
。
反
対
側
の
夏
沢
温
泉
か
ら

の
団
体
五
人
と
、
根
石
小
屋
か
ら
の
ご
夫
婦
に
出
会
う
。
女
性
群
の

声
高
い
会
話
が
続
く
喧
騒
を
避
け
て
一
〇
分
ほ
ど
で
早
々
に
夏
沢
峠

を
出
発
し
た
。 

  

●
夏
沢
峠
か
ら
根
石
岳
・
新
道
分
岐 

  

根
石
岳
ま
で
は
、
縞
枯
れ
風

の
な
だ
ら
か
な
樹
林
帯
が
続

き
、
朝
方
に
登
っ
て
き
た
側

（
右
）
は
鋭
角
に
切
れ
落
ち
、

反
対
側
（
左
）
は
な
だ
ら
か
な

勾
配
が
続
い
て
い
る
。
地
図
で

見
る
と
き
わ
め
て
対
照
的
だ

（
写
真
）。 

  
朝
日
が
差
し
込
む
が
肌
寒

い
樹
間
の
道
を
進
む
。
三
〇
分

ほ
ど
で
根
石
岳
・
根
石
小
屋
の
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見
え
る
場
所
に
着
い
た
（
箕
冠
山
？
）。
は
じ
め
て
み
る
東
西
の
天
狗

岳
の
配
置
だ
。
左
手
に
回
り
込
む
よ
う
に
進
む
と
、
オ
ー
レ
ン
小
屋

へ
の
分
岐
に
出
て
、
そ
の
下
に
根
石
小
屋
が
あ
っ
た
。 

  

根
石
岳
の
手
前
の
鞍
部
に
小
屋
が
あ
り
、
風
の
通
り
道
に
な
っ
て

い
た
（
写
真
・
上
）。
寒
い
の
で
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
。
白
い
ザ
レ
場

を
登
る
と
「
根
石
岳
」
だ
っ
た
。
こ
の
山
頂
か
ら
は
、
硫
黄
岳
の
向

こ
う
に
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
が
見
え
、
さ
ら
に
南
ア
ル
プ
ス
や
中
央
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
が
見
え
て
い
た
（
写
真
・
下
）。
こ
こ
を
下
る
と
、

本
沢
温
泉
か
ら
の
「
白
砂
新
道
」
と
合
流
点
に
到
達
し
た
。 

 

 

●
新
道
分
岐
か
ら
東
天
狗
岳  

  

分
岐
手
前
の
平
坦
な
と
こ
ろ
で
転
び
、
手
を
す
り
む
い
た
。
大
し

た
こ
と
な
く
て
よ
か
っ
た
。
こ
こ
で
本
沢
温
泉
の
小
屋
番
の
女
の
子

と
若
い
男
性
二
人
組
と
出
会
う
。
彼
ら
の
前
で
転
ん
だ
の
で
心
配
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
若
い
人
た
ち
に
先
に
行
っ
て
も
ら
う
。 

  

こ
こ
か
ら
東
天
狗
ま
で
標
高
差
は
一
〇
〇
ｍ
に
満
た
な
い
が
、
結

構
キ
ツ
イ
登
り
が
二
段
に
続
い
た
。
東
天
狗
岳
の
東
側
は
す
っ
ぱ
り

切
れ
落
ち
て
い
て
、
脆
そ
う
な
岩
壁
に
な
っ
て
い
た
。
山
頂
で
、
野

天
風
呂
で
一
緒
だ
っ
た
ご
夫
婦
が
先
着
し
て
い
る
か
と
思
っ
た
が
ま

だ
お
ら
ず
、
別
の
、
山
ガ
ー
ル

風
の
四
人
組
み
が
居
て
、
出
発

の
用
意
を
し
て
た
。 

  

●
西
天
狗
岳
の
往
復  

  

少
し
休
ん
で
、
若
い
人
た
ち

の
後
に
着
い
て
、
西
天
狗
岳

（
今
回
初
め
て
行
く
…
写
真
）

へ
向
か
う
。
往
復
四
〇
分
と
ガ

イ
ド
に
あ
る
が
、
行
き
も
帰
り

も
登
り
は
さ
す
が
に
つ
ら
い
。 
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荷
物
を
東
天
狗
岳
に
置
い
て
く
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま

背
負
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
西
天
狗
岳
の
山
頂
で
若
い
人
た
ち
に
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
う
。
彼
ら
や
女
の
子
も
、
先
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

ま
た
独
り
き
り
に
な
っ
た
。
申
し
訳
な
い
が
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
入
り
「
キ

ジ
打
ち
」
を
す
る
。
お
尻
が
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
て
寒
い
。
こ
の
山
頂

か
ら
は
一
段
と
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
が
高
く
見
え
た
。 

  

東
天
狗
岳
と
反
対
側
か
ら
人
声
が
し
て
若
い
男
性
三
人
組
が
登
っ

て
き
た
。
地
図
で
調
べ
る
と
唐
沢
温
泉
（
駐
車
場
あ
り
）
か
ら
の
ル

ー
ト
だ
。
混
ん
で
き
た
の
で
東
天
狗
岳
に
戻
る
。
東
天
狗
の
山
頂
に

戻
る
と
、
落
ち
合
う
約
束
を
し
た
所
沢
の
ご
夫
婦
が
山
頂
に
い
た
。

「
や
ぁ
や
ぁ
」
と
挨
拶
し
た
。
ご

夫
婦
は
こ
れ
か
ら
西
天
狗
岳
に

行
く
と
い
う
。 

  

●
東
天
狗
岳
か
ら
中
山
峠 

  

お
別
れ
し
て
一
〇
時
三
〇
分
、

中
山
峠
に
向
か
う
。
初
め
は
岩
峰

の
下
り
で
気
を
使
う
。
振
り
か
え

る
と
こ
ち
ら
か
ら
も
、
東
天
狗
岳

の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
さ
が
際
立
つ
（
写

真
）。
西
天
狗
の
た
お
や
か
な
山

容
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
。
前
回
下
っ
た
「
天
狗
の
奥
庭
」
が
左
手

に
見
え
る
。
結
構
奇
岩
累
々
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
右
手
は
、
稲
子
岳

か
ら
ニ
ュ
ウ
へ
の
稜
線
と
、
ミ
ド
リ
池
へ
の
平
原
が
広
が
っ
て
い
る
。

背
丈
の
低
い
灌
木
か
ら
次
第
に
樹
林
帯
に
入
る
と
、
中
山
峠
が
近
づ

い
て
く
る
。
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
の
道
が
合
さ
る
と
、
寒
々
し
い

中
山
峠
に
着
い
た
。 

  

●
中
山
峠
か
ら
ミ
ド
リ
池
・
し
ら
び
そ
小
屋  

  

食
事
を
予
定
し
て
い
た
が
、
風
の
通
り
道
で
あ
ま
り
に
寒
く
、
一

一
時
二
〇
分
下
り
に
入
る
。
地
図
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
転
げ
落
ち

そ
う
な
急
な
道
を
ジ
ク
ザ
グ

に
下
る
。
二
〇
分
ほ
ど
で
勾
配

は
和
ら
ぎ
、
北
八
ッ
ら
し
い
深

い
樹
林
帯
の
道
に
な
っ
た
。
時

折
、
岳
樺
や
落
葉
樹
の
陽
の
射

す
明
る
い
場
所
に
出
る
。
気
分

的
に
は
ホ
ッ
と
す
る
。
そ
こ
だ

け
ポ
ツ
ン
と
紅
葉
し
て
い
る
。 

  

ミ
ド
リ
池
の
手
前
か
ら
、
稲

子
岳
の
南
壁
（
東
壁
か
？
）
が

見
え
始
め
る
（
写
真
）。
昔
に 
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辿
っ
た
取
り
付
き
へ
の
道
を

探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。
も

う
誰
も
こ
こ
の
岩
登
り
は
し

て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
ガ
レ
場

が
ず
い
ぶ
ん
せ
り
上
が
っ
て

い
て
、
岩
の
崩
壊
が
進
ん
で
い

る
よ
う
だ
。
勾
配
が
な
く
な
り

平
坦
な
道
に
な
り
分
岐
に
出

て
ま
も
な
く
「
し
ら
び
そ
小

屋
」（
写
真
）
に
着
い
た
。 

  

●
ミ
ド
リ
池
入
口
駐
車
場 

  

昼
時
（
一
二
時
半
）
な
の
で
、
小
屋
で
「
信
州
そ
ば
」
を
御
馳
走

に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
炊
事
場
の
工
事
中
と
か
で
か
な
わ
ず
。
湖
畔

で
例
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
見
つ
め
ら
れ
な
が
ら
「
芋
か
り
ん
と
う
」
を

食
べ
た
。 

  

小
屋
か
ら
再
び
深
い
森
林
帯
に
入
る
。
行
き
に
見
た
伐
採
工
事
の

通
行
止
め
を
く
ぐ
り
下
り
続
け
る
と
、
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
散
乱

す
る
伐
採
現
場
に
出
く
わ
し
た
。
伐
採
道
具
が
置
い
て
あ
る
が
工
事

人
は
い
な
い
。
登
山
道
を
ふ
さ
ぐ
枝
葉
を
分
け
な
が
ら
下
っ
た
。
後

か
ら
の
人
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？ 

帰
り
は
稲
子
湯
に
入
っ
て

帰
る
か
迷
っ
た
が
、
時
間
的
に
難
し
い
の
で
、
こ
こ
は
次
の
機
会
に

譲
る
こ
と
に
し
た
。 

  

●
ま
と
め 

  

今
回
で
「
南
北
の
八
ヶ
岳
連
峰
」
の
点
（
山
頂
）
と
線
（
尾
根
）

は
ほ
と
ん
ど
つ
な
が
っ
た
（
唯
一
、
雨
池
峠
と
北
横
岳
が
繋
が
っ
て

い
な
い
…
坪
庭
は
歩
い
た
が
）。
こ
れ
で
「
地
域
研
究
・
八
ヶ
岳
連
峰
」

は
完
成
で
き
る
。
ま
た
「
日
本
三
大
峠
」
の
「
夏
沢
峠
」
も
歩
け
た
。

「
峠
」
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
ま
と
め
も
で
き
る
。 

  

も
う
ひ
と
つ
、
若
い
時
の
山
岳
会
（
登
稜
会
）
で
登
っ
た
稲
子
岳

「
南
壁
（
合
宿
で
二
～
三
ル
ー
ト
登
攀
し
て
い
る
）」
を
麓
（
中
山
峠

か
ら
ミ
ド
リ
池
近
く
ま
で
の
道
）
か
ら
見
れ
た
こ
と
も
、
二
年
前
の

「
中
山
峠
か
ら
ニ
ュ
ウ
の
道
（
こ
ち
ら
は
帰
り
）
と
合
わ
せ
て
、
思

い
出
づ
く
り
に
な
っ
た
。 

  

当
時
は
「
し
ら
び
そ
小
屋
」
は
な
く
、
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
（
お
ば

あ
さ
ん
の
時
代
）
に
泊
ま
り
、
中
山
峠
か
ら
往
復
し
た
（
行
き
は
ミ

ド
リ
池
近
く
ま
で
下
り
岩
壁
の
下
へ
、
稲
子
岳
へ
登
っ
て
か
ら
は
山

頂
か
ら
ニ
ュ
ウ
を
経
由
し
て
中
山
峠
ま
で
）。 
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【私の記録】 
 ＜夏沢峠から「天狗岳」…2010.10.18-19＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 ２日日…本沢温泉＝7.00―（1.00）―夏沢峠＝8.10―（0.40）―根石岳＝8.50―（1.00）― 

 東天狗＝9.30－（西天狗往復1.00休み含む）－東天狗＝10.30－（0.50）－中山峠＝11.20 

 －（1.30）－中山峠・分岐＝12.20－（0.10）－しらびそ小屋＝12.30～12.50－（1.00）－ 

 みどり池入口・駐車場＝13.50～14.10 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 帰路…ミドリ池入口＝14.10－稲子湯＝14.20－国道 299・141号・1.00－佐久 IC＝ 

 15.30－上信関越93.Km・1.00+54km・0.40－練馬 IC＝17.30 
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麦
草
峠
・
天
狗
岳
・
ニ
ュ
ウ
・
白
駒
池 

 
 

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
八
日
） 

 

北
八
ヶ
岳
・中
山
の
展
望
台
付
近
の
樹
氷 

 

●
佐
久
か
ら
麦
草
峠 

  

十
数
年
も
昔
、
こ
の
道
を
通
り

「
麦
草
峠
」
手
前
の
駐
車
場
か
ら

「
白
駒
の
池
」
へ
出
て
、
帰
り
は

「
松
原
湖
」
を
通
り
、
清
里
の
「
清

泉
寮
」
に
泊
ま
っ
た
旅
の
記
憶
が

あ
る
。
そ
の
と
き
も
落
葉
松
の
紅

葉
（
？
）
…
黄
金
の
輝
き
…
の
印

象
が
鮮
明
だ
。
今
回
も
ほ
ぼ
同
じ

季
節
、
期
待
通
り
だ
っ
た
（
写
真
）。

佐
久
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
か
ら
一
四

一
号
線
を
佐
久
穂
ま
で
走
り
、
二

九
九
号
線
に
入
る
。
八
千
穂
高
原

の
ス
キ
ー
場
を
過
ぎ
る
と
、
ま
も
な
く
白
駒
の
池
へ
行
く
有
料
駐
車

場
に
出
て
、
そ
の
先
が
麦
草
峠
に
出
る
（
駐
車
場
・
ト
イ
レ
あ
り
）。 

  

●
麦
草
峠
か
ら
丸
山
・
高
見
石 

  
暖
か
い
車
の
中
で
食
事
を
と
る
。
七
時
四
〇
分
に
出
発
。
公
共
駐

車
場
の
ト
イ
レ
脇
か
ら
麦
草
ヒ
ュ
ッ
テ
前
の
広
場
に
出
る
。
丸
山
方

面
の
道
標
に
導
か
れ
て
、
明
る
く
開
け
た
南
側
斜
面
を
登
る
。
シ
ラ

ビ
ソ
な
ど
の
樹
林
帯
の
苔
む
し
た
岩
交
じ
り
の
道
を
登
る
。 
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麦
草
峠
と
丸
山
の
標
高
差
は
少
な
く
、
苦
し
い
登
り
は
な
い
が
滑

り
や
す
く
歩
き
づ
ら
い
。
や
が
て
木
々
の
枝
に
霜
の
よ
う
な
白
い
も

の
が
目
立
ち
始
め
た
。
雪
だ
。
道
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
木
々
に
樹

氷
の
よ
う
に
雪
が
風
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
八
時
四
〇
分
に
丸

山
・
山
頂
の
道
標
に
出
る
。 

  

●
高
見
石
・
中
山
展
望
台 

  

や
や
下
っ
て
、
九
時
丁
度
に
高
見
石
小
屋
に
出
た
。
小
屋
番
が
テ

ラ
ス
の
雪
か
き
を
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
又
深
い
樹
林
帯
に
入
る
。

道
の
積
雪
は
所
々
に
あ
る
程
度
だ
が
、
木
々
の
枝
の
雪
は
び
っ
し
り

と
付
着
し
て
い
る
（
写
真
）。

途
中
で
単
独
者
に
出
会
う
。 

  

一
〇
時
過
ぎ
に
、
樹
木
が
切

れ
、
岩
の
累
積
し
て
い
る
、
南

側
が
明
る
く
開
け
た
「
中
山
」

展
望
台
に
出
た
。
別
の
単
独
者

が
休
ん
で
い
た
。
に
ゅ
う
か
ら

稲
子
湯
へ
降
り
る
と
い
う
今

歩
い
て
き
た
北
側
の
樹
林
帯

は
、
吹
雪
で
吹
き
付
け
ら
れ
た

雪
が
樹
氷
と
な
っ
て
広
が
っ

て
い
る
。
青
空
と
樹
々
の
雪
の

白
さ
が
素
晴
ら
し
い
。
間
近
に

は
目
指
す
天
狗
岳
（
写
真
）、

遠
く
に
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の

山
々
、
足
元
に
は
蓼
科
高
原
が

広
が
っ
て
い
る
。 

  

●
（
東
）
天
狗
岳 

  

展
望
台
か
ら
三
〇
分
ほ
ど

で
中
山
峠
に
出
た
。「
に
ゅ
う
」

へ
行
く
と
い
う
先
ほ
ど
の
単

独
者
が
い
た
。
手
前
の
分
岐
を
見
落
と
し
た
ら
し
い
。
峠
は
天
狗
岳

と
標
高
差
二
〇
〇
ｍ
位
し
か
な
く
、
一
時
間
程
度
で
山
頂
に
い
け
る

と
踏
む
。
岩
ゴ
ツ
で
雪
の
付
着
し
た
稜
線
を
登
る
。
左
手
に
「
に
ゅ

う
」
の
岩
の
ピ
ー
ク
や
「
稲
子
岳
」
の
岩
肌
（
南
壁
）
が
見
え
、
足

元
か
ら
「
し
ら
び
そ
小
屋
」
や
「
稲
子
湯
」
の
あ
る
、
広
く
長
い
裾

野
が
見
渡
た
せ
る
。
東
天
狗
岳
の
頂
上
近
く
は
、
岩
道
に
雪
が
び
っ

し
り
だ
っ
た
（
ス
ト
ッ
ク
・
ア
イ
ゼ
ン
は
持
参
す
る
も
使
わ
ず
）。 

  

●
天
狗
岳
か
ら
黒
百
合
平
（
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
） 

  

一
一
時
四
〇
分
、
中
山
峠
か
ら
一
時
間
で
東
天
狗
岳
の
山
頂
に
着 
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い
た
。
数
人
の
先
着
者
が
い
た
。
四
〇
数
年
ぶ
り
の
天
狗
岳
だ
。
北

八
ヶ
岳
方
面
は
展
望
が
開
け
、
明
日
の
ル
ー
ト
が
見
通
せ
る
。
し
か

し
、
南
の
硫
黄
岳
か
ら
赤
岳
・
阿
弥
陀
岳
に
は
、
霧
が
走
り
、
全
貌

を
見
せ
て
く
れ
な
い
（
写
真
・
上
）。
た
だ
、
北
側
だ
け
に
、
完
全
に

冬
山
の
山
容
に
な
っ
て
い
る
。 

  

数
人
は
ガ
ス
を
使
っ
て
昼
食
を
し
て
い
た
が
、
風
が
強
く
寒
い
の

で
早
々
に
下
る
。
登
り
と
は
別
ル
ー
ト
の
「
天
狗
の
裏
庭
」
を
通
り

「
黒
百
合
平
」（
写
真
・
下
）
に
出
て
、
こ
れ
も
四
〇
数
年
ぶ
り
の
黒

百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
を
通
っ
て
中
山
峠
に
出
た
。
岩
の
多
い
下
り
で
景
観

は
い
い
が
足
に
は
キ
ツ
イ
下
り
だ
。 

 

●
中
山
峠
か
ら
「
に
ゅ
う
」 

  

一
三
時
二
〇
分
、
再
び
峠
に
立
ち
「
に
ゅ
う
」
へ
の
分
岐
（
写
真
・

上
）
に
向
か
う
。
二
〇
分
ほ
ど
で
分
岐
に
出
た
。
展
望
台
の
下
り
か

ら
で
は
、
道
標
を
見
落
す
可
能
性
が
あ
る
。 

  

右
手
に
稲
子
岳
や
硫
黄
岳
・
天
狗
岳
を
遠
望
し
な
が
ら
、
樹
林
帯

の
ゆ
る
い
下
り
を
歩
く
（
こ
の
ル
ー
ト
を
、
四
〇
数
年
前
の
山
岳
会

の
合
宿
で
稲
子
岳
の
南
壁
・
東
壁
を
登
攀
し
、
山
頂
か
ら
「
に
ゅ
う
」

を
経
由
し
て
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
歩
い
た
記
憶
が
あ
る
）。 
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●
「
に
ゅ
う
」
か
ら
白
駒
の
池
・
麦
草
峠 

  

一
四
時
三
〇
分
「
に
ゅ
う
」
の

岩
の
ピ
ー
ク
に
着
い
た
（
写
真
・

前
頁
下
）。
富
士
山
や
奥
秩
父
、

足
元
の
八
ケ
岳
の
裾
野
、
ま
た

「
白
駒
の
池
」
か
ら
茶
臼
・
縞
枯

山
の
峰
と
、
展
望
は
申
し
分
な
い

（
写
真
）。
少
し
休
ん
で
食
べ
て
、

時
間
に
追
わ
れ
て
出
発
、
白
駒
の

池
ま
で
ま
た
深
い
樹
林
帯
の
道

と
な
る
。
途
中
二
ケ
所
、
稲
子
湯

方
面
の
分
岐
に
あ
う
。
日
が
山
肌

に
落
ち
樹
林
帯
で
は
や
や
暗
く

な
り
始
め
て
心
細
く
な
っ
た
。
一
六
時
近
く
に
湖
畔
（
写
真
・
下
）

に
着
い
た
。
麦
草
峠
に
は
さ
ら
に
三
〇
分
ほ
ど
か
か
っ
た
。 

  

麦
草
峠
・
車
中
泊
…
二
九
九
号
線
・
麦
草
峠
の
両
側
の
山
の
計
画

だ
っ
た
の
で
、
車
中
泊
と
し
た
。
車
で
の
麦
草
峠
の
登
り
で
、
天
狗

岳
方
面
の
峰
々
が
「
霜
降
り
の
よ
う
」
だ
っ
た
。
標
高
二
三
〇
〇
ｍ

辺
り
か
ら
雪
が
出
て
き
た
。
降
っ
た
ば
か
り
の
様
子
だ
っ
た
。
滑
り

や
す
か
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を
提
供
し
て
く
れ
た
。 
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【私の記録】 
 ＜麦草峠から「天狗岳」…2008.10.28-29＞ 
 

 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 往路…練馬 IC＝4.30－関越道 98.7Km・1.00－富岡 IC（早割出入）＝5.30―上信越道 

 ・51Km・0.40―佐久 IC（通勤割）＝6.10 ―141・299号線・1.30―麦草峠・登山口＝7.40 

 

 ●登山コース・タイム 

 １日目…麦草峠・駐車場＝7.40－（1.20）－高見石＝9.00 ―（1.10）－中山＝10.10－ 

 （0.30）―中山峠＝10.40―（1.00）－東天狗岳 2640ｍ＝11.40～12.00－（1.40）－中山峠・ 

 にゅう分岐＝13.40－（0.50）―にゅう＝14.30～14.50－（1.10）―白駒の池＝16.00－ 

 （0.30）―麦草峠＝16.30（車中泊） 
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麦
草
峠
・
縞
枯
山
・
雨
池
・
八
柱
山 

 
 

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
九
日
） 

 

縞
枯
山
・山
頂
付
近
の
枯
れ
木
と
エ
ビ
の
尻
尾 

 

●
麦
草
峠
で
車
中
泊 

   

初
日
（
二
八
日
）、
天
狗
か
ら
ニ
ュ
ウ
・
白
駒
の
池
を
め
ぐ
っ
て
、

夕
方
四
時
半
に
駐
車
場
に
戻
っ
た
。
麦
草
峠
に
車
中
泊
す
る
。
す
で

に
夕
闇
が
迫
る
気
配
で
、
寝
床
の
セ
ッ
ト
や
食
事
作
り
の
準
備
を
す

る
。
家
か
ら
持
参
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
。
続
い
て
恒
例
の
ビ
ー

ル
＋
ウ
ィ
を
楽
し
む
が
寒
く
て
、
あ
と
か
ら
ホ
ッ
ト
・
ウ
ィ
に
切
り

替
え
る
。
牛
丼
を
作
り
夕
食
に
す
る
。 

  

●
麦
草
峠
か
ら
茶
臼
山 

  

夜
中
に
何
度
か
目
が
覚
め
る
。

明
け
方
近
く
に
セ
ー
タ
ー
を
着

込
み
毛
布
を
巻
き
込
ん
で
や
っ

と
ウ
ト
ウ
ト
し
た
。
朝
は
五
時
半

過
ぎ
か
ら
や
っ
と
明
る
く
な
っ

た
。
車
の
中
を
片
付
け
、
六
時
か

ら
朝
の
カ
レ
ー
う
ど
ん
・
ラ
イ
ス

を
作
る
。
と
に
か
く
寒
い
、
零
下

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
六
時
四

五
分
に
出
発
す
る
。
麦
草
峠
ま
で

車
道
を
歩
き
、
ヒ
ュ
ッ
テ
と
反
対

側
の
登
山
道
に
入
る
（
写
真
）。 
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大
石
峠
ま
で
は
、
笹
原
と
シ
ラ

ビ
ソ
な
ど
の
樹
林
帯
の
緩
や
か

な
登
り
を
行
く
。
天
候
は
風
が
強

く
霧
が
流
れ
て
寒
い
。
た
だ
時
折
、

青
空
が
広
が
り
、
陽
が
射
し
込
ん

で
く
る
と
暖
か
く
感
じ
る
。
七
時

半
に
手
前
の
ピ
ー
ク
に
着
き
し

ば
し
展
望
を
楽
し
む
。
そ
こ
か
ら

岩
混
じ
り
の
き
つ
く
な
っ
た
傾

斜
の
登
り
が
続
き
、
八
時
に
茶
臼

山
の
山
頂
、
さ
ら
に
数
分
で
展
望

台
（
写
真
）
に
着
い
た
。 

  

●
茶
臼
山
か
ら
縞
枯
山 

  

茶
臼
か
ら
少
し
下
る
。
鞍
部
は
立
ち
木
が
枯
れ
た
明
る
い
場
所
で
、

先
に
縞
枯
山
の
ド
ー
ム
の
山
容
が
望
め
、
名
前
の
由
来
の
「
縞
枯
れ
」

が
部
分
的
に
横
帯
状
に
見
え
る
。
季
節
的
に
は
春
の
ほ
う
が
見
栄
え

は
い
い
の
か
。
縞
枯
山
手
前
の
展
望
台
分
岐
に
出
た
。 

  

風
が
強
く
霧
が
流
れ
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
右
手
に
曲
が
り
山
頂

方
面
を
目
指
す
。
稜
線
を
歩
く
感
じ
に
な
る
と
、
枯
れ
た
立
ち
木
の

明
る
い
場
所
に
出
る
。
こ
こ
で
も
立
ち
木
に
雪
が
張
り
付
い
て
い
た
。 

 

●
縞
枯
山
か
ら
雨
池
峠 

  

九
時
丁
度
に
、
展
望
の
利
か
な
い
「
縞
枯
山
」
山
頂
道
標
に
出
た
。

少
し
休
み
、
行
動
食
を
取
る
。
こ
こ
か
ら
は
又
深
い
森
の
な
か
の
道

を
下
る
。
溝
状
に
え
ぐ
れ
た
岩
の
多
い
道
で
、
凍
っ
て
い
た
り
濡
れ

て
い
た
り
で
歩
き
づ
ら
い
。
こ
の
下
り
で
三
組
の
夫
婦
（
？
）
に
出

合
う
。「
坪
庭
」
に
出
る
ピ
タ
ラ
ス
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
っ
て
き
た

と
い
う
。
縞
枯
山
や
北
横
岳
を
往
復
す
る
ら
し
い
。
木
々
が
途
絶
え
、

途
中
明
る
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
北
横
岳
・
三
つ
岳
・
雨
池
山
の

稜
線
が
見
渡
せ
る
。 

  

●
雨
池
峠
か
ら
雨
池
周
遊 

  

九
時
半
過
ぎ
に
雨
池
峠
に

つ
い
た
（
写
真
）。
直
進
す
れ

ば
雨
池
山
（
山
頂
付
近
に
縞
枯

れ
あ
り
）、
右
は
大
石
林
道
・

雨
池
、
左
は
縞
枯
山
荘
か
ら
坪

庭
、
ケ
ー
ブ
ル
駅
と
な
る
。
と

に
か
く
風
の
通
路
で
、
吹
き
す

さ
ん
で
い
た
。
雨
池
山
も
坪
庭

も
あ
き
ら
め
て
、
大
石
林
道
の

方
へ
降
り
る
（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー 
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と
坪
庭
は
一
〇
数
年
前
に
蓼

科
・
白
樺
湖
の
観
光
で
乗
っ
て
歩

い
た
記
憶
あ
り
…
写
真
・
雨
池

峠
）。
三
〇
分
ほ
ど
で
「
大
石
林

道
」
に
つ
き
一
〇
時
半
少
し
前
に

「
雨
池
」
に
着
い
た
。
雨
池
は
完

全
に
干
上
が
っ
て
い
た
。
池
の
中

を
歩
け
る
（
写
真
・
右
）。 

  

●
雨
池
か
ら
八
柱
山
往
復 

  

途
中
ま
で
池
の
中
を
歩
く
も
、

八
柱
山
へ
の
分
岐
が
ど
こ
か
わ

か
ら
ず
、「
周
遊
の
歩
道
」
に
戻

る
。
丁
度
半
周
位
の
所
に
分
岐
の

道
標
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
昼
食
が

わ
り
に
羊
羹
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
行
動
食
で
済
ま
せ
、
一
一
時
に

登
り
始
め
る
。 

  

足
元
の
笹
原
の
緑
が
陽
に
輝

く
。「
し
ら
び
そ
」
な
ど
の
木
々

が
風
に
ざ
わ
め
く
。
少
し
の
登
り

の
後
は
、
落
ち
葉
を
踏
ん
で
の
心
地
よ
い
漫
歩
と
な
っ
た
。
八
柱
山

の
直
前
か
ら
、
短
い
が
急
な
登
り
と
な
っ
た
。
小
海
側
の
裾
野
が
開

け
る
と
山
頂
だ
っ
た
。
落
葉
松
の
紅
葉
が
綺
麗
だ
（
写
真
・
上
左
）。 

  

●
雨
池
か
ら
麦
草
峠
へ 

  

一
一
時
半
に
到
着
、
写
真
を
撮
っ
て
下
り
に
入
る
。
途
中
「
キ
ジ

打
ち
」
を
し
て
、
体
が
軽
く
な
っ
た
。
一
二
時
一
語
分
に
雨
池
に
戻

っ
た
。
池
の
南
端
か
ら
麦
草
峠
へ
向
か
う
大
石
林
道
に
で
る
は
ず
が
、

完
全
に
一
周
し
て
し
ま
っ
た
。 

  

大
石
林
道
か
ら
大
石
峠
を
巻
く
道
に
入
り
、
深
い
樹
林
帯
を
最
後

の
力
を
振
り
絞
り
歩
く
（
さ
ほ
ど
の
登
り
で
は
な
い
が
空
腹
の
た
め
）。

行
き
先
が
明
る
く
な
り
、
木
道
が
出
て
き
て
麦
草
峠
が
近
い
こ
と
を

知
る
（
写
真
）。
一
三
時
四
五
分
に
着
い
た
。 

  

今
回
は
名
高
い
「
北
八
ケ
岳
の
快
適
な
池
め
ぐ
り
・
森
林
歩
き
」

と
は
い
か
な
か
っ
た
。
季
節
的
に
秋
な
ら
も
う
少
し
早
く
か
、
雪
解

け
、
芽
吹
き
の
こ
ろ
が
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
時
間
的
余
裕
が
欲
し
い
。

で
も
「
池
巡
り
」「
縞
枯
れ
鑑
賞
」「
黄
金
色
の
カ
ラ
マ
ツ
」
な
ど
楽

し
め
た
。 
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【私の記録】 
 ＜麦草峠から「縞枯岳」…2008.10.28-29＞ 
 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 ２日目…麦草峠・駐車場＝6.45－（1.15）－茶臼山 2384m＝8.00～8.20－（0.40）－縞枯山 

 2403ｍ＝9.00―（0.30）－雨池峠＝9.30－（1.00）―雨池半周・休＝10.20～11.00－（0.30） 

 －八柱山＝11.30～11.50―（0.20）－雨池・半周＝12.10～12.30－（大石林道 1.40）－ 

 麦草峠＝13.50 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 帰路…麦草峠＝15.00－国道 299・141号・1.30－佐久 IC＝16.30－上信関越 93.Km・ 

 1.00－花園 IC（通勤割）＝17.40－54km・0.40－練馬 IC＝18.10 
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大
河
原
峠
・
双
子
山
・
北
横
岳
・
亀
甲
池 

 
 

（
二
〇
〇
八
年 

六
月
一
四
日
） 

 

天
狗
の
露
地
場
岐
付
近
か
ら
北
横
岳
を
見
る 

 

●
登
山
口
・
大
河
原
峠 

  

先
週
の
「
蓼
科
山
」
登
山
の
帰
り
に
偵
察
し
て
お
い
た
「
大
河
原
峠
・

蓼
科
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
の
ア
ク
セ
ス
コ
ー
ス
を
辿
っ
た
。
佐
久
Ｉ
Ｃ

か
ら
ほ
ぼ
一
時
間
・
七
時
過
ぎ
に
峠
に
着
く
。
既
に
か
な
り
の
車
が

止
ま
っ
て
い
た
し
、
私
の
準
備
中
も
登
山
者
の
車
が
続
々
と
到
着
し

て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が
蓼
科
山
方
面
の
よ
う
だ
。
双
子
山
方
面
は
私

独
り
だ
っ
た
。 

  

●
双
子
山
・
双
子
池 

  

峠
の
道
標
に
従
い
左
手
の

笹
原
の
ゆ
る
い
登
り
に
入
る
。

こ
こ
も
や
は
り
岩
の
多
い
登

山
道
だ
っ
た
。
高
山
植
物
の
養

生
の
た
め
か
道
脇
に
ロ
ー
プ

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
二

〇
分
ほ
ど
の
登
り
で
双
子
山

の
広
い
高
原
状
の
頂
に
着
く

（
写
真
）。
笹
原
が
広
が
り
、

展
望
も
三
六
〇
度
で
、
気
分
が

爽
快
に
な
る
。
佐
久
の
市
街
が

見
え
る
。
奥
秩
父
の
山
並
み
が
遠
い
。
こ
れ
か
ら
辿
る
大
岳
か
ら 
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北
横
岳
へ
の
稜
線
が
見
え
、
そ

の
右
手
に
「
天
祥
寺
原
」
の
窪

み
を
隔
て
た
「
蓼
科
山
」
が
先

週
と
は
別
の
山
容
を
見
せ
て

い
た
。 

  

山
頂
の
端
か
ら
「
ク
ロ
松
」

の
樹
林
帯
に
入
る
。
更
に
下
っ

て
森
林
が
深
く
な
る
と
「
双
子

池
ヒ
ュ
ッ
テ
」
の
屋
根
が
見
え
、

や
が
て
池
が
見
え
て
く
る
。
ヒ

ュ
ッ
テ
を
挟
み
左
右
に
「
雄

池
」「
雌
池
」
が
広
が
る
（
写
真
）。
静
か
な
佇
ま
い
だ
。
こ
こ
で
朝

食
代
わ
り
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
羊
羹
」
を
食
す
。
出
発
間
際
、
ヒ
ュ

ッ
テ
の
管
理
人
が
話
し
か
け
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
ル
ー
ト
に
は
ま

だ
残
雪
が
あ
る
と
い
う
。
お
礼
を
言
っ
て
出
発
。 

  

●
天
狗
の
露
地
を
経
て
大
岳
の
分
岐 

  

池
か
ら
は
鬱
蒼
た
る
苔
む
し
た
原
生
林
の
岩
の
道
を
全
身
を
使
っ

て
登
る
。
三
〇
分
過
ぎ
る
と
低
い
潅
木
や
ハ
イ
マ
ツ
が
現
れ
、
大
き

な
岩
の
上
か
ら
双
子
池
と
ヒ
ュ
ッ
テ
が
見
え
る
。
や
が
て
な
だ
ら
か

な
高
原
状
の
岩
の
累
積
す
る
と
こ
ろ
に
出
る
。「
天
狗
の
露
地
」
と
あ

る
（
写
真
）。
一
休
み
し
て
、

大
岳
方
面
へ
の
キ
ツ
イ
登
り

に
入
る
。
こ
こ
も
ま
た
岩
の
道

で
手
足
を
駆
使
し
て
の
全
身

で
の
登
り
と
な
る
。
一
時
間
近

く
で
や
っ
と
大
岳
へ
の
分
岐

の
道
標
に
た
ど
り
着
い
た
。 

  

●
岩
尾
根
を
北
横
岳
へ 

  

大
岳
山
頂
ま
で
一
五
～
二

〇
分
の
見
込
み
だ
が
、
時
間
節

約
の
た
め
パ
ス
す
る
。
大
き
な
岩
の
折
り
重
な
る
稜
線
を
、
や
は
り

全
身
を
使
っ
て
行
く
。
大
岳
か
ら
の
尾
根
と
、
足
元
の
岩
稜
線
の
合

わ
さ
る
と
こ
ろ
の
先
に
北
横
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
の
赤
い
屋
根
が
見
え
る
。

北
横
岳
の
最
後
の
登
り
が
始
ま
り
、
左
手
足
元
に
七
ツ
池
と
、
そ
の

先
に
「
赤
岳
な
ど
南
八
ケ
岳
の
峰
々
」
が
広
が
っ
て
い
た
。
大
き
な

岩
の
裾
を
回
り
込
む
と
、
北
横
岳
の
山
頂
に
躍
り
出
た
。 

  
●
北
横
岳
山
頂
・
南
峰
往
復 

  

自
分
独
り
き
り
だ
っ
た
こ
こ
ま
で
と
違
い
、
山
頂
は
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
南
峰
が
直
ぐ
向
こ
う
に
連
な
っ
て
い
た
。
休
む
前
に
そ
ち 
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ら
に
移
動
。
こ
こ
は
ま
た
、
何

組
か
の
グ
ル
ー
プ
が
連
続
し

て
登
っ
て
き
た
。
多
分
、
横
岳

の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
か
ら
「
坪

庭
」
を
経
由
し
て
登
っ
て
き
た

の
だ
ろ
う
。
か
な
り
遠
く
に
見

え
る
南
八
ケ
岳
の
峰
々
（
写

真
）
や
、
足
元
か
ら
続
く
縞
枯

山
・
茶
臼
山
な
ど
の
山
並
み
を

確
認
し
て
、
ま
た
北
峰
に
戻
る
。

昼
食
は
山
頂
の
端
で
コ
ン
ロ

を
使
い
「
カ
レ
ー
う
ど
ん
・
餅
」

を
作
り
食
す
。
美
味
し
か
っ
た
。
暑
く
は
な
か
っ
た
。
黒
ず
ん
だ
雲

が
頭
上
を
覆
い
始
め
て
や
や
不
安
に
な
る
。
一
二
時
三
〇
分
、
山
頂

を
後
に
す
る
。 

  

●
亀
甲
池
へ
雪
の
下
り 

  

山
頂
か
ら
亀
甲
池
（
き
っ
こ
う
い
け
）
ま
で
一
時
間
、
そ
こ
か
ら

天
祥
寺
原
を
経
て
大
河
原
峠
ま
で
一
時
間
半
と
ガ
イ
ド
に
あ
る
。
一

五
時
に
は
峠
の
駐
車
場
に
着
け
る
予
定
。
山
頂
で
会
っ
た
人
に
聞
く

と
、
亀
甲
池
ま
で
か
な
り
の
残
雪
が
あ
る
と
い
う
。
来
た
道
で
も
所
々

に
残
雪
や
ア
イ
ス
バ
ー
ン
が
あ
っ
た
が
、
難
し
く
は
思
わ
な
か
っ
た
。

は
た
し
て
、
山
頂
直
下
か
ら
か
な

り
深
い
残
雪
が
道
を
塞
い
で
い

た
（
写
真
）。
グ
ズ
雪
で
何
度
か

は
ま
り
込
む
。
思
い
の
外
疲
れ
た
。

雪
が
な
く
な
っ
て
下
り
が
穏
や

か
に
な
る
と
「
亀
甲
池
」
の
水
面

が
見
え
始
め
た
。 

  

●
天
祥
寺
原
、
大
河
原
峠
へ 

  

今
回
の
周
遊
は
池
を
巡
る
コ

ー
ス
と
な
っ
た
。
山
や
尾
根
が
複

雑
に
入
り
組
み
、
窪
地
を
作
っ
て
、

周
り
の
尾
根
や
沢
か
ら
の
水
を

集
め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
池
も
廻

り
は
山
に
囲
ま
れ
、
静
か
な
佇
ま

い
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
亀
甲
池

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。 

  
こ
こ
で
団
体
さ
ん
と
一
緒
に

な
る
。
大
河
原
ヒ
ュ
ッ
テ
に
泊
ま

る
と
い
う
。
聞
か
な
か
っ
た
が
明

日
（
日
曜
日
）
は
蓼
科
山
の
計
画
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だ
ろ
う
。
彼
ら
と
別
れ
て
、
直

ぐ
近
く
の
双
子
池
・
天
祥
寺
原

の
分
岐
に
出
る
。
天
祥
寺
原
へ

の
道
は
正
面
に
蓼
科
山
を
見

て
、
笹
原
と
新
緑
に
映
え
る
カ

ラ
マ
ツ
林
を
縫
う
よ
う
に
歩

く
（
写
真
・
下
）。
キ
ツ
イ
下

り
で
疲
れ
た
足
に
優
し
い
。 

  

天
祥
寺
原
か
ら
は
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
登
り
が
大
河
原
峠

ま
で
続
い
た
。
陽
射
し
は
さ
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
風
が
な
く
さ
す
が
に
暑
い
。
右
手
か
ら
背
後
に
、

辿
っ
て
き
た
双
子
山
か
ら
大
岳
、
北
横
岳
の
稜
線
が
ぐ
る
っ
と
取
り

囲
ん
で
い
た
。
赤
い
ト
ン
ガ
リ
屋
根
の
小
屋
（
写
真
・
上
）
が
見
え

る
と
峠
だ
っ
た
。 

  

●
ま
と
め 

  

残
雪
の
下
り
さ
え
な
け
れ
ば
、
快
適
な
池
め
ぐ
り
・
峰
め
ぐ
り
の

周
遊
コ
ー
ス
だ
と
思
う
。
二
・
五
万
歩
。
花
は
も
う
少
し
後
の
よ
う

だ
。 
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【私の記録】 
 ＜大河原峠から「北横岳」…2008.06.14＞ 
 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 往路…大河原峠＝7.20－（0.20）－双子山＝7.40－（0.30）－双子池＝8.10～8.30― 

 （0.50）－天狗の露地＝9.20―（1.00）－大岳・分岐＝10.20～10.30－（1.00）―北横岳 

 2480ｍ＝11.30～12.30（南峰往復含む） 

 帰路…北横岳＝12.30－（1.00）－亀甲池＝13.30－（0.20）―天祥寺原・分岐＝13.50― 

 （0.40）―大河原峠＝14.30～15.00 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 往路…練馬 IC＝4.30－関越道 98.7Km・1.00－富岡 IC＝5.30―上信越道・51Km・0.40 

 ―佐久 IC＝6.10 ―蓼科スカイライン・1.00―大河原峠・登山口＝7.00 

 帰路…大河原峠＝15.00－蓼科スカイ 1.00－佐久 IC＝16.00－上信関越93.Km・1.00 

 －花園 IC＝17.10－54km・0.40－練馬 IC＝18.00 ～18.30 
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女
乃
茶
屋
・
蓼
科
山  

（
二
〇
〇
八
年
六
月
七
日
） 

 
 

天
祥
寺
原
か
ら
蓼
科
山
を
見
る 

 

●
蓼
科
山
登
山
口
・
女
乃
神
茶
屋 

  

朝
四
時
に
起
き
る
。
も
う
明
る

く
な
っ
て
い
る
。
四
時
三
〇
分
に

は
関
越
に
乗
る
。
練
馬
か
ら
富
岡

の
一
〇
〇
キ
ロ
近
く
を
「
早
割
」

で
行
く
。
富
岡
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
久
Ｉ

Ｃ
ま
で
五
〇
キ
ロ
は
「
通
割
」
で

行
く
。
佐
久
Ｉ
Ｃ
六
時
二
〇
分
着
、

そ
こ
か
ら
一
般
道
（
一
四
一
号
・

1

一
四
二
号
線
）
で
白
樺
湖
方
面

を
約
五
〇
分
で
、
七
時
過
ぎ
に
女

乃
神
茶
屋
・
蓼
科
山
登
山
口
・
駐

車
場
（
写
真
）
に
着
い
た
。
ほ
ぼ

予
定
通
り
。
既
に
一
〇
台
近
く
の
車
が
集
ま
っ
て
い
た
。
私
の
後
に

続
い
て
三
台
も
到
着
。
さ
す
が
有
名
ど
こ
ろ
だ
し
土
曜
日
だ
し
、
納

得
し
た
。 

  

●
登
山
口
か
ら
標
高
二
一
一
二
ｍ
ピ
ー
ク 

  
七
時
二
〇
分
に
出
発
。
標
高
は
既
に
一
七
〇
〇
ｍ
程
、
蓼
科
山
頂

の
二
五
三
〇
ｍ
ま
で
、
標
高
差
八
〇
〇
ｍ
超
で
、
所
要
時
間
は
二
時

間
三
〇
分
ぐ
ら
い
。
登
山
口
か
ら
新
緑
の
カ
ラ
マ
ツ
の
な
だ
ら
か
な 



 

58 

登
り
を
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
行
く
。
名
も
知
ら
ぬ
鳥
の
さ
え
ず
り
が

心
地
よ
い
。
足
元
の
笹
の
露
で
ズ
ボ
ン
の
裾
が
濡
れ
る
の
が
や
や
難

点
だ
が
。
や
が
て
キ
ツ
イ
登
り
が
始
ま
り
標
高
一
八
七
〇
ｍ
ポ
イ
ン

ト
の
穏
や
か
な
平
原
に
た
ど
り
着
く
。 

  

振
り
返
る
と
蓼
科
高
原
の
裾

野
が
広
が
っ
て
お
り
、
南
ア
ル
プ

ス
か
中
央
ア
ル
プ
ス
の
雪
の
残

る
峰
の
つ
な
が
り
が
見
え
た
。
樹

間
の
道
を
進
む
。
本
当
に
緑
が
綺

麗
だ
。
た
だ
、
花
は
全
く
と
い
っ

て
見
当
た
ら
な
い
。
季
節
的
に
ま

だ
早
い
の
か
。 

  

岩
の
多
い
登
り
が
ま
た
始
ま

っ
た
。
岩
階
段
を
登
る
感
じ
だ

（
写
真
）。
風
が
な
く
蒸
し
暑
さ

で
い
さ
さ
か
へ
ば
る
。
周
囲
が
開
け
る
と
「
蓼
科
山
・
南
西
・
標
高

二
一
一
二
ｍ
」
の
道
標
が
あ
っ
た
。 

  

●
ピ
ー
ク
か
ら
蓼
科
山
頂
・
山
頂
め
ぐ
り 

  

振
り
返
る
と
「
南
八
ケ
岳
」「
南
ア
ル
プ
ス
」「
中
央
ア
ル
プ
ス
」

の
峰
々
が
、
湧
き
上
が
り
広
が
り

つ
つ
あ
る
雲
の
間
に
顔
を
の
ぞ

か
せ
て
い
る
。
南
八
ケ
岳
の
赤
岳

に
連
な
る
峰
々
は
黒
々
と
し
て

雪
は
な
い
よ
う
だ
（
写
真
）。
南

ア
の
甲
斐
駒
ケ
岳
・
仙
丈
ケ
岳

（
多
分
？
…
こ
の
方
角
か
ら
の

山
容
は
見
慣
れ
て
い
な
い
の
で
）

に
は
、
ま
だ
ま
だ
雪
が
多
い
。 

  

ピ
ー
ク
か
ら
樹
間
の
な
だ
ら

か
な
登
り
が
続
き
、
再
び
岩
混
じ

り
の
急
登
が
始
ま
る
。
標
高
差
は
四
〇
〇
ｍ
・
一
時
間
少
し
の
ア
ル

バ
イ
ト
と
な
る
。
一
番
苦
し
い
と
こ
ろ
だ
。
後
か
ら
の
何
人
・
何
組

か
の
登
山
者
に
追
い
越
さ
れ
、
山
頂
近
く
の
岩
場
に
入
っ
た
と
こ
ろ

で
、
女
性
の
入
っ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ご
夫
婦
を
追
い
越
し
た
。 

  

本
当
に
岩
だ
ら
け
…
、
草
木
も
な
く
花
も
な
い
。「
山
頂
ヒ
ュ
ッ
テ
」

か
ら
左
手
に
山
頂
道
標
を
目
指
す
。
山
頂
に
は
数
人
既
に
い
て
、
後

か
ら
次
々
登
っ
て
く
る
。
将
軍
平
か
ら
の
登
山
者
が
多
い
。
中
央
の

窪
み
（
火
口
跡
）
の
鳥
居
と
祠
に
お
参
り
し
て
、
北
側
の
展
望
台
（
山

座
同
定
盤
）
に
着
く
。 
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途
中
で
お
会
い
し
た
「
松
本
在

住
」
の
方
と
再
び
出
合
い
、
双
眼

鏡
で
穂
高
・
槍
ケ
岳
を
追
っ
た
。

展
望
台
か
ら
は
、
足
元
に
白
樺
湖
、

そ
の
先
に
美
ヶ
原
、
朝
通
っ
て
き

た
女
神
湖
も
見
え
た
（
写
真
）。

南
側
（
八
ケ
岳
・
南
ア
ル
プ
ス
方

面
）
は
雲
が
沸
き
立
ち
山
々
を
隠

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
北
ア
ル
プ

ス
の
穂
高
か
ら
槍
が
望
め
る
。
北

ア
ル
プ
ス
の
峰
々
の
白
い
連
な

り
を
こ
の
距
離
か
ら
見
る
の
は

初
め
て
だ
。
松
本
の
方
と
山
の
話
を
し
な
が
ら
展
望
を
楽
し
み
、
軽

く
昼
食
を
済
ま
せ
一
一
時
に
出
発
す
る
。 

  

●
将
軍
平
・
天
祥
寺
原
・
竜
源
橋 

  

山
頂
か
ら
将
軍
平
ま
で
は
、
続
け
て
登
っ
て
く
る
登
山
者
と
、
滑

り
や
す
い
残
雪
・
泥
ん
こ
と
の
格
闘
と
な
る
。
二
〇
分
ほ
ど
で
将
軍

平
・
蓼
科
山
荘
に
着
き
、
そ
の
ま
ま
天
祥
寺
原
へ
下
る
。
岩
混
じ
り

の
下
り
は
気
を
使
う
。
途
中
か
ら
河
原
に
出
て
、
ま
た
樹
間
に
入
る
。

傾
斜
が
緩
む
と
深
い
笹
原
に
な
り
、
水
の
流
れ
る
登
山
道
を
更
に
下

る
。
天
祥
寺
原
の
分
岐
か
ら
は
、
正
面
に
北
横
岳
、
振
り
返
る
と
降

り
て
き
た
蓼
科
山
が
見
え
る
。

笹
原
と
カ
ラ
マ
ツ
の
新
緑
の

中
を
、
疲
れ
の
き
た
足
だ
が
心

地
よ
く
歩
け
た
（
写
真
）。 

  

約
二
・
六
万
歩
で
、
将
軍
平

か
ら
天
祥
寺
原
へ
の
下
り
と
、

竜
源
橋
か
ら
女
乃
神
茶
屋
へ

の
、
舗
装
道
路
の
二
〇
分
近
く

の
歩
き
が
き
つ
か
っ
た
。 

  

女
神
湖
へ
戻
り
、
十
字
路
を

右
折
し
て
ス
キ
ー
場
の
方
へ
進
み
、
大
河
原
峠
へ
の
道
に
入
る
。
途

中
で
七
合
目
登
山
口
の
駐
車
場
を
通
る
。
登
山
者
も
車
も
結
構
多
い
。

蓼
科
御
泉
水
自
然
公
園
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
い
か
に
も
林
道
ら
し
く

な
り
大
河
原
峠
近
く
で
は
落
石
・
倒
木
が
道
を
塞
い
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
駐
車
場
か
ら
二
〇
分
ほ
ど
で
大
河
原
峠
に
着
い
た
。 

  

大
河
原
峠
か
ら
は
「
蓼
科
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
を
下
る
。
こ
ち
ら
の

方
が
く
ね
り
は
多
い
が
、
通
行
者
も
少
な
く
、
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
と

な
っ
た
。
佐
久
の
市
街
へ
は
一
時
間
か
か
ら
ず
に
下
り
、
佐
久
Ｉ
Ｃ

は
予
定
の
一
六
時
前
に
高
速
に
入
っ
た
。 
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【私の記録】 
 ＜女乃神茶屋から「蓼科山」…2008.06.07＞ 
 

 

 

 

 ●「登山ルート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●登山コース・タイム 

 往路…登山口・駐車場＝7.20－（1.10）－2112ピーク＝8.30－（1.40）－蓼科山 2530ｍ 

 ＝10.10～11.00 

 帰路…蓼科山＝11.00―（0.20）－将軍平＝11.20－（1.00）―天祥寺原＝12.20―（1.10） 

 －竜源橋＝13.30―（0.20）―登山口・駐車場＝13.50 

 

 ●目的地までの交通機関・自動車コース 

 往路…練馬 IC＝4.30－関越道98.7Km・1.00－富岡 IC＝5.30―上信越道・51Km・0.40 

 ―佐久 IC＝6.10―女神湖経由1.00―蓼科山・登山口＝7.10～7.30 

 帰路…登山口・駐車場＝14.15－（0.30）―大河原峠＝14.45－蓼科スカイ 1.00－佐久 IC 

 ＝15.45－上信関越93.Km・1.00－花園 IC＝17.10－54km・0.40－練馬 IC＝18.00 

 

         

              



 

61 
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        八ヶ岳・赤岳山頂から横岳方面 

 
四
、
若
か
り
し
頃
の
八
ヶ
岳 

  

若
い
時
の
八
ヶ
岳
の
登
山
は
、
ほ
と
ん
ど
が
登
稜
会
（
山
岳
会
）

時
代
の
も
の
だ
。
し
か
も
、
尾
根
か
ら
の
登
山
・
峰
々
の
縦
走
と
い

う
よ
り
、
岩
や
沢
の
登
攀
が
、
そ
し
て
夏
も
準
備
と
し
て
い
く
つ
か

の
ル
ー
ト
を
登
っ
た
が
、
冬
・
雪
の
季
節
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

  

し
か
も
南
八
ヶ
岳
・
赤
岳
か
ら
権
現
岳
の
東
面
、
赤
岳
か
ら
阿
弥

陀
岳
の
西
面
、
北
八
ヶ
岳
で
は
稲
子
岳
の
南
壁
と
地
域
的
に
も
か
な

り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
私
の
登
稜
会
時
代
の
積
雪
期
の
登

攀
・
登
山
は
こ
の
八
ヶ
岳
・
赤
岳
周
辺
だ
け
で
あ
る
。 

  

私
の
岩
登
り
は
、
丹
沢
周
辺
と
谷
川
岳
周
辺
、
さ
ら
に
こ
の
八
ヶ

岳
周
辺
に
回
数
的
に
は
集
中
し
て
い
る
。
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
奥
又
白
か
ら
の
「
前
穂
高
東
壁
・
四
峰
」、
南
ア

ル
プ
ス
の
大
樺
沢
か
ら
の
「
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
・
中
央
稜
・
第
四
尾

根
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
夏
の
合
宿
の
成
果
で
し
か
な
い
。 

  

登
山
を
再
開
し
て
、
や
は
り
一
番
思
い
出
深
い
の
は
、
こ
の
八
ヶ

岳
で
あ
る
。
権
現
岳
か
ら
キ
レ
ッ
ト
を
下
り
赤
岳
へ
登
っ
た
コ
ー
ス

で
は
、
ツ
ル
ネ
や
天
狗
尾
根
が
懐
か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
、
中
山
峠

か
ら
ニ
ュ
ウ
の
コ
ー
ス
、
ミ
ド
リ
池
や
稲
子
岳
の
麓
め
ぐ
り
も
な
つ

か
し
い
。
そ
れ
だ
け
八
ヶ
岳
に
は
思
い
出
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。 
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八
ヶ
岳
・
地
獄
谷
（
登
稜
会
） 

  
 

■ 

八
ヶ
岳
東
面
に
お
け
る
活
動
状
況
と
地
獄
谷
支
流
の
登
攀 

 
 
 

（
一
九
六
六
年
・
昭
和
四
一
年
度
会
報
…
記
録
：
柳 

穣
） 

  

南
北
に
細
長
く
伸
び
広
大
な
裾
野
を
持
つ
八
ヶ
岳
連
峯
は
、
特
に

夏
沢
峠
を
境
と
す
る
南
部
に
於
て
、
そ
の
ア
ル
ペ
ン
的
な
山
容
と
共

に
、
谷
筋
に
数
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
内
、
八
ヶ
岳
最
悪
と
云
わ
れ
て
い
る
地
獄
谷
各
支
流
の
登
攀
に
、

我
々
は
昭
和
三
十
七
年
七
月
よ
り
、
昭
和
四
十
年
七
月
迄
の
三
年
間

力
を
つ
く
し
た
。 

  

こ
れ
ら
各
ル
ー
ト
の
登
攀
は
、
下
山
を
含
め
て
通
常
二
日
間
を
要

す
る
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
三
十
七
年
七
月
の
偵
察
に
よ
り
、
日
帰

り
可
能
と
判
断
し
、
そ
の
後
、
無
雪
期
の
登
攀
は
す
べ
て
こ
れ
に
依

つ
て
い
る
。
こ
の
流
域
の
山
行
に
よ
り
、
我
々
は
、
長
い
ア
プ
ロ
ー

チ
に
対
す
る
ネ
バ
リ
と
体
力
、
気
力
の
鍛
錬
、
又
静
か
な
ふ
ん
い
き

を
持
つ
八
ヶ
岳
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。 

  

権
現
岳
よ
り
赤
岳
へ
伸
び
る
八
ヶ
岳
主
脈
東
面
よ
り
流
下
す
る
各

沢
は
合
流
し
て
上
流
で
は
地
獄
谷
、
下
流
で
は
川
俣
川
と
云
わ
れ
、

八
ヶ
岳
連
峯
に
於
け
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
上
級 
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に
属
す
る
各
ル
ー
ト
を
、
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
権
現
沢
左
股
。
右

股
ナ
メ
滝
ル
ン
ゼ
・
正
面
ル
ン
ゼ
。
三
ツ
滝
ル
ン
ゼ
上
の
権
現
沢
。

地
獄
谷
本
谷
。
赤
岳
沢
・
尾
根
筋
で
は
、
天
狗
尾
根
・
ツ
ル
ネ
東
稜
・

本
谷
・
上
の
権
現
沢
・
権
現
沢
左
股
を
登
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
残
さ

れ
た
各
ル
ー
ト
の
登
攀
こ
そ
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

  

無
雪
期
に
於
て
各
ル
ー
ト
の
内
最
も
困
難
な
の
は
、
や
は
り
三
ツ

滝
ル
ン
ゼ
大
滝
の
登
攀
で
あ
ろ
う
。
岩
は
も
ろ
く
、
ハ
ー
ケ
ン
は
殆

ん
ど
効
か
ず
、
ス
リ
ッ
プ
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
又
ナ
メ
滝
ル
ン

ゼ
第
一
の
滝
。
正
面
ル
ン
ゼ
上
部
・
権
現
沢
左
股
の
大
滝
も
か
な
り

悪
い
。
上
の
権
現
沢
は
さ
し
て
問
題
な
く
、
赤
岳
沢
は
、
大
滝
よ
り

上
は
快
適
な
ル
ン
ゼ
状
で
ぐ
ん
ぐ
ん
登
れ
る
が
、
詰
め
の
百
米
程
の

壁
は
も
ろ
く
、
注
意
を
要
す
る
。
本
谷
は
下
降
に
利
用
出
来
る
。 

  

積
雪
期
の
こ
れ
ら
の
各
沢
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
雪
崩
の
危
険
が

大
き
い
。
三
十
八
年
の
正
月
の
合
宿
に
上
の
権
現
沢
を
登
っ
た
四
名

が
上
部
に
於
い
て
、
午
前
十
一
時
頃
表
層
ナ
ダ
ン
に
飛
ば
さ
れ
た
記

録
が
あ
る
。
三
月
か
ら
四
月
初
旬
に
か
け
て
の
雪
の
安
定
し
て
い
る

時
で
も
、
雪
崩
の
危
険
は
弱
ま
る
が
、
東
面
の
た
め
陽
が
早
く
当
り

雪
が
ゆ
る
ん
で
ア
イ
ゼ
ン
が
団
子
に
な
っ
て
、
ス
リ
ッ
プ
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
夜
間
よ
り
早
朝
に
か
け
て
の
登
攀
が
望
ま
し
い
。 

  

ベ
ー
ス
は
、
赤
岳
沢
出
合
や
上
流
の
岩
小
屋
が
よ
く
、
多
数
の
定

着
合
宿
に
は
、
本
谷
と
下
の
権
現
沢
の
出
合
付
近
が
よ
い
。
な
お
我
々

は
無
雪
期
は
、
全
部
日
帰
り
で
登
つ
た
が
、
行
動
時
間
は
約
十
時
間

か
ら
十
二
時
間
、
か
な
り
の
強
行
で
あ
る
。
帰
路
は
、
赤
岳
沢
を
除

い
て
、
権
現
岳
よ
り
棒
道
・
小
淵
沢
へ
の
道
を
と
つ
た
。 

  

我
々
の
第
一
歩
は
、
小
海
線
の
小
さ
な
高
原
の
駅
、
清
里
よ
り
始

ま
る
。
い
つ
も
は
静
か
な
こ
の
駅
も
日
曜
の
朝
は
、
美
し
森
や
天
女

山
、
飯
盛
山
へ
向
か
う
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。「
あ
あ
ね

む
い
な
あ
」
だ
れ
か
が
問
伸
び
し
た
声
を
出
す
。「
さ
あ
行
く
か
」、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
ザ
ッ
ク
に
付
け
、
し
り
皮
を
ぶ
ら
下
げ
た
あ
ま
り
周

囲
と
は
マ
ッ
チ
し
な
い
風
体
の
一
団
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
歩
き
始
め
る
． 
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線
路
伝
い
（
実
は
立
入
禁
止
）
に
甲
斐
大
泉
駅
の
方
へ
少
し
戻
り
、

二
つ
め
の
道
を
右
に
折
れ
、
清
泉
寮
へ
歩
を
向
け
る
。「
近
く
て
遠
い

は
田
舎
の
道
」（
写
真
）
と
名
言
を
吐
い
た
者
が
い
る
が
、
そ
の
言
葉

が
ピ
ッ
タ
リ
で
清
泉
寮
は
、
こ
の
真
直
な
道
の
終
点
に
あ
る
様
に
見

え
る
。
や
が
て
聖
ア
ン
デ
レ
ス
教
会
、
病
院
を
左
に
見
る
。
こ
の
病

院
な
か
な
か
清
潔
な
感
じ
を
受
け
、
周
囲
の
風
景
と
相
俊
っ
て
「
こ

ん
な
所
に
入
院
す
れ
ば
ど
ん
な
病
気
で
も
直
ぐ
治
る
な
、
看
護
婦
に

シ
ャ
ン
は
い
る
か
な
」
等
ひ
と
し
き
り
、
に
ぎ
や
か
な
話
に
な
る
。 

  

牛
小
屋
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
間
伸
び
し
た
鳴
声
や
、
牧
草
を

喰
む
図
な
ど
は
な
か
な
か
牧
歌
的
だ
。
こ
ん
な
風
景
は
最
近
観
光
地

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
は
当
り
前

で
あ
る
が
、
観
光
と
は
自
然
破
壊

に
通
じ
る
の
か
？
自
然
を
観
賞

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
よ
ろ
し

く
、
自
分
の
脚
を
利
用
す
べ
き
で

あ
る
。 

  

清
泉
寮
（
写
真
・
上
下
）
は
、

道
路
の
左
側
に
本
館
、
右
側
に
は

木
立
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ビ
ン
が

点
在
し
て
、
し
っ
く
り
と
落
ち
着

い
た
感
じ
を
受
け
る
。
但
し
こ
こ

に
泊
ま
る
と
、
胃
袋
泣
か
せ
の
食
事

の
前
に
お
祈
り
を
や
る
の
と
、
エ
ン

グ
ル
係
数
が
や
や
高
く
な
る
の
が

難
点
と
の
評
が
あ
る
。
道
は
や
が
で

右
へ
折
れ
、
す
ぐ
左
へ
入
る
。
こ
の

辺
ま
で
来
る
と
、
人
影
は
ま
ば
ら
に

な
る
。「
さ
て
こ
の
辺
で
」
と
い
う

事
に
な
り
、
後
で
で
」
の
辺
の
本
は

よ
く
育
つ
だ
ろ
う
」
と
か
「
い
や
、

か
え
っ
て
枯
れ
る
」
等
と
つ
ま
ら
ぬ

論
議
を
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

 

ひ
と
し
き
り
林
の
中
を
抜
け
る
と
、
真
教
寺
尾
根
の
末
端
に
出
る
。

こ
の
尾
根
も
馬
鹿
長
い
尾
根
だ
。
大
野
君
と
二
人
で
赤
岳
沢
の
帰
路

こ
れ
を
駆
け
る
様
に
下
っ
た
が
、
汽
車
の
時
間
に
間
に
合
わ
す
た
め

の
あ
せ
り
も
加
っ
て
い
い
か
げ
ん
頭
に
来
た
想
い
出
が
あ
る
。 

  

こ
こ
で
左
側
の
路
に
入
る
。
三
十
九
年
夏
に
行
っ
た
時
は
、
車
が

通
れ
る
位
の
り
っ
ぱ
な
道
が
出
来
て
い
た
が
、
以
前
は
「
い
よ
い
よ

山
に
入
る
ん
だ
」
と
い
う
気
が
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
権
現
沢
上
部
が

よ
く
見
え
、
緊
張
感
が
湧
く
。
す
ぐ
左
へ
下
る
路
が
、
天
女
山
へ
通

じ
て
い
る
が
、
右
へ
行
く
と
、
笹
や
ぶ
を
通
り
抜
け
や
が
で
河
床
へ

下
り
る
。
路
は
こ
こ
で
終
る
。
清
里
駅
よ
り
約
一
時
間
半
で
あ
る
。 
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荒
涼
と
し
た
河
原
の
彼
方
に
稜
線
が
一
き
わ
高
く
見
え
、
全
く
静

か
だ
。
伏
流
に
な
っ
て
い
る
河
原
は
、
進
む
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
荒

れ
、
沢
幅
三
十
米
位
の
所
も
あ
り
、
残
雪
期
や
新
雪
期
、
雪
が
ゆ
る

ん
で
し
ば
し
ば
転
石
の
間
に
落
ち
込
む
の
も
こ
の
辺
で
あ
る
。 

  

や
が
て
天
狗
尾
根
の
末
端
が
間
近
く
な
り
、
一
時
間
程
で
左
岩
よ

リ
ゴ
ー
ロ
の
出
合
を
見
せ
て
、
赤
岳
沢
が
流
入
す
る
。
こ
の
上
流
や

は
り
左
岸
の
高
み
に
よ
い
岩
小
屋
が
あ
り
、
積
雪
期
の
ベ
ー
ス
に
な

る
。
更
に
進
む
と
五
分
程
で
、
本
谷
と
下
の
権
現
沢
の
出
合
で
あ
る
。 

  

本
谷
へ
少
し
入
っ
て
、
す
ぐ
左

へ
、
上
の
権
現
沢
が
出
合
い
、
本

谷
と
の
間
に
は
ツ
ル
ネ
束
稜
の

取
付
点
が
あ
る
。
下
の
権
現
沢
も

本
谷
出
合
わ
ず
か
上
流
で
、
右
股

左
股
の
分
岐
に
な
る
。 

  

「
じ
ゃ
権
現
岳
で
ま
っ
て
る

よ
」、
我
々
は
闘
志
を
燃
や
し
て

黙
々
と
、
各
ル
ー
ト
ヘ
散
っ
て
行

く
の
で
あ
る
。 
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■ 

八
ヶ
岳
東
面
・地
獄
谷
本
谷
よ
り
赤
岳 

 
 
 

（
一
九
六
三
年
・
昭
和
三
八
年
一
月
三
日
…
記
録
：
早
坂
） 

  

パ
ー
テ
ィ
…
星
野
・
大
野
・
大
里
・
花
岡
・
早
坂 

 

タ
イ
ム
…
Ｂ
Ｃ
（
六
・
四
〇
）
―
大
滝
（
七
・
一
〇
）
―
二
俣
（
八
・ 

 
 
 
 
 

二
〇
）
―
キ
レ
ッ
ト
（
八
・
四
〇
）
―
小
屋
（
九
・
二 

 
 
 
 
 

〇
）
―
赤
岳
（
一
〇
・
五
〇
～
一
一
・
二
〇
）
―
天
狗 

 
 
 
 
 

尾
根
分
岐
（
一
一
・
四
〇
）
―
キ
レ
ッ
ト
小
屋
（
一
二
・ 

 
 
 
 
 

一
〇
）
―
ツ
ル
ネ
（
一
二
・
三
〇
～
四
〇
）
―
Ｂ
Ｃ
（
一 

 
 
 
 
 

三
・
二
〇
） 

  

入
山
以
来
今
日
で
五
日
目
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
も
出
る
こ
ろ
に
寝
不
足

も
手
伝
っ
て
シ
ュ
ラ
フ
を
た
た
む
動
作
も
何
と
な
く
鈍
い
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
今
日
の
ア
タ
ッ
ク
を
思
っ
て
、
夜
明
け
に
は
ま
だ
早
い
表

に
出
て
み
れ
ば
、
マ

イ
ナ
ス
一
〇
度
の
気

温
が
、
い
つ
も
の
緊

張
感
を
醸
し
出
し
て

く
れ
る
か
ら
期
待
だ
。 

  

「
ウ
ー
ン
、
今
日

も
一
丁
戴
き
だ
」。
地

獄
谷
が
ほ
の
ぼ
の
明

け
た
こ
ろ
Ｂ
Ｃ
を
後
に
す
る
。
天
気
は
あ
ま
り
良
く
な
い
よ
う
だ
が

気
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
登
稜
会
自
慢
？
の
ラ
ー
メ
ン
餅
ス
タ
ミ
ナ

も
十
分
、
権
現
、
上
の
権
現
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
見
送
っ
て
、
快
適
に

ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
つ
つ
行
け
ば
ま
も
な
く
大
滝
に
出
る
。
何
の
こ

と
は
な
い
。
期
待
し
た
大
滝
だ
っ
た
が
グ
ズ
グ
ズ
の
氷
を
右
側
よ
り

簡
単
に
登
る
。
大
滝
の
上
に
す
ぐ
天
狗
沢
が
入
る
。 

  

こ
の
辺
の
ゴ
ル
ジ
ュ
が
通
れ
ず
仕
方
な
く
急
斜
面
を
ア
イ
ゼ
ン
を

利
か
せ
て
高
巻
き
に
か
か
っ
た
が
途
中
で
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
か
ら
と

記
念
写
真
を
パ
チ
リ
と
や
る
。
最
高
に
よ
そ
い
き
の
顔
だ
。
パ
ー
テ

ィ
ー
は
ま
す
ま
す
快
調
に
本
谷
を
登
れ
ば
二
俣
に
出
る
。
水
が
出
て

い
て
通
れ
ず
、
こ
こ
は
ゴ
ル
ジ
ュ
を
ヘ
ツ
リ
気
味
に
ル
ー
ト
を
と
り
、

ま
た
二
俣
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
今
度
は
左
に
入
れ
ば
キ
レ
ッ
ト
小
屋

に
着
い
た
。
小
屋
の
中
は
か
な
り
荒
れ
て
い
た
が
中
の
文
句
が
面
白

い
。
実
弾
だ
と
か
空
砲
だ
と
か
の
な
か
な
か
の
迷
文
が
板
壁
に
書
か

れ
て
あ
り
、
山
男
イ
コ
ー
ル
名
文
家
？
ば
か
り
と
感
心
す
る
。 

  

良
く
冷
え
て
い
る
大
福
な
ど
口
に
し
な
が
ら
赤
岳
に
向
か
う
。
稜

線
は
か
な
り
の
風
が
吹
い
て
い
て
と
も
す
れ
ば
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
根
気
よ
く
キ
レ
ッ
ト
を
登
り
、
や
っ
と
頂
上
に
着
い

た
と
き
は
パ
ー
テ
ィ
ー
全
員
が
ジ
イ
サ
ン
よ
ろ
し
く
眉
毛
を
白
く
し

て
フ
ー
フ
ー
息
を
弾
ま
せ
て
い
た
。
キ
レ
ッ
ト
か
ら
の
登
り
で
は
あ

ま
り
人
影
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
さ
す
が
赤
岳
は
八
ヶ
岳
の
盟
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主
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
、
登
山
者
で
い
っ
ぱ
い
だ
。 

  

吹
き
抜
け
の
頂
上
小
屋
で
少
休
の
後
キ
レ
ッ
ト
を
下
っ
て
ツ
ル
ネ

に
向
か
う
。
ツ
ル
ネ
で
少
し
ば
か
り
待
ち
、
上
の
権
現
沢
パ
ー
テ
ィ

ー
と
合
流
し
て
、
東
稜
を
下
れ
ば
森
林
帯
に
入
り
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
。 

   

■ 

八
ヶ
岳
東
面
・ツ
ル
ネ
東
稜
よ
り
権
現
岳
往
復 

 
 
 

（
一
九
六
三
年
・
昭
和
三
八
年
一
月
五
日
…
記
録
：
武
井
） 

  

パ
ー
テ
ィ
…
星
野
・
大
野
・
武
井 

 

タ
イ
ム
…
Ｂ
Ｃ
（
五
・
四
五
）
―
ツ
ル
ネ
東
稜
取
付
点
（
六
・
〇 

 
 

〇
）
―
ツ
ル
ネ
（
八
・
三
〇
）
―
権
現
岳
・
頂
上
（
一 

 
 

〇
・
〇
〇
）
―
ツ
ル
ネ
（
一
一
・
三
〇
）
―
Ｂ
Ｃ
（
一 

 
 

二
・
三
〇
） 

  

今
日
は
合
宿
最
後
の
日
で
あ
る
。
今
日
中
に
下
山
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
急
い
で
権
現
岳
ま
で
往
復
し
て
こ
よ
う
と
元
気
よ

く
Ｂ
Ｃ
を
後
に
す
る
。
ツ
ル
ネ
東
稜
は
、
夏
な
ら
何
も
な
い
つ
ま
ら

な
い
尾
根
な
の
に
、
冬
と
も
な
れ
ば
条
件
が
違
う
。
深
い
雪
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
て
急
な
雪
稜
を
登
る
。
ボ
サ
の
間

よ
り
み
る
赤
岳
は
さ
す
が
に
ど
っ
し
り
と
し
て
風
格
を
感
じ
る
し
、

天
狗
尾
根
の
岩
峰
は
意
欲
を
そ
そ
る
。
キ
レ
ッ
ト
小
屋
の
尾
根
が
右

手
に
見
え
て
か
ら
間
も
な
く
ツ
ル
ネ
に
到
着
す
る
。
取
り
付
け
か
ら

二
時
間
半
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
に
疲
れ
た
体
を
休
め

て
、
軽
い
食
事
を
と
り
な
が
ら
景
色
を
見
渡
す
。
そ
れ
に
し
て
も
よ

い
天
気
だ
。
惑
わ
さ
れ
て
長
居
し
な
い
よ
う
早
々
に
権
現
岳
に
向
か

う
。
あ
ま
り
長
く
休
む
と
動
く
の
が
嫌
に
な
る
か
ら
で
も
あ
る
。 

  

稜
線
は
風
に
飛
ば
さ
れ
て
あ
ま
り
雪
が
付
い
て
い
な
い
が
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
雪
は
氷
の
よ
う
に
固
く
、
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
聞
い

て
気
持
ち
が
い
い
。
旭
岳
を
超
え
て
最
後
の
登
り
で
あ
る
権
現
岳
に

と
り
つ
く
。
傾
斜
は
か
な
り
急
で
岩
の
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

が
難
な
く
頂
上
に
着
い
た
。 

  

権
現
岳
か
ら
の
展
望
は
「
ゴ
キ
ゲ
ン
」
南
ア
や
富
士
は
も
ち
ろ
ん

中
央
や
北
ア
ル
プ
ス
が
見
渡
せ
る
。
ど
の
山
を
と
っ
て
も
皆
き
れ
い

で
素
晴
ら
し
い
。
登
稜
会
に
入
っ
て
初
め
て
の
冬
山
合
宿
で
、
こ
れ

ほ
ど
天
気
が
よ
く
雪
の
状
態
も
良
い
時
に
登
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
幸
せ
で
あ
る
。 

  

の
ん
び
り
と
一
時
間
ほ
ど
頂
上
に
い
て
か
ら
帰
路
に
つ
く
。
登
っ

て
き
た
ル
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
下
る
の
で
心
配
は
い
ら
な
い
。
ツ
ル
ネ

か
ら
の
下
り
は
、
グ
リ
セ
ー
ト
と
シ
リ
セ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
Ｂ
Ｃ
に

戻
っ
た
。 
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■ 

八
ヶ
岳
東
面
・天
狗
尾
根
よ
り
赤
岳
往
復 

 
 
 

（
一
九
六
三
年
・
昭
和
三
八
年
一
月
三
日
…
） 

 
 
 

（
注
・
こ
の
項
は
仲
間
の
記
録
・
時
間
を
援
用
し
て
い
る
） 

  

パ
ー
テ
ィ
…
森
本
・
星
野
・
大
野 

 

タ
イ
ム
…
Ｂ
Ｃ
（
四
・
五
五
）
―
天
狗
尾
根
末
端
（
五
・
三
五
） 

 
 

―
岸
壁
下
（
六
・
五
五
～
七
・
〇
五
）
―
大
天
狗
上
（
九 

 
 

・
〇
〇
）
―
主
稜
（
九
・
四
五
）
―
赤
岳
・
頂
上
（
一 

 
 

〇
・
一
〇
～
一
〇
・
二
〇
）
―
キ
レ
ッ
ト
小
舎
（
一
一
・ 

 
 

一
五
）
―
Ｂ
Ｃ
（
一
二
・
三
五
） 

  

ア
タ
ッ
ク
は
い
つ
も
よ
り
早
め
に
Ｂ
Ｃ
を
出
る
。
ま
だ
暗
い
地
獄

谷
を
少
し
ば
か
り
下
り
、
赤
岳
沢
に
入
り
偵
察
の
時
に
目
印
を
付
け

た
ガ
レ
を
登
り
だ
す
。
最
初
は
傾
斜
も
緩
い
が
、
だ
ん
だ
ん
急
に
な

り
足
首
が
痛
く
な
る
こ
ろ
に
、
右
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
倒
木
の
間
か

ら
天
狗
尾
根
の
末
端
に
で
る
。 

  

ま
だ
夜
明
け
に
は
間
が
あ
る
よ
う
だ
。
夜
明
け
の
富
士
を
見
よ
う

と
早
目
に
森
林
限
界
ま
で
登
る
。
長
い
森
林
帯
を
う
ん
ざ
り
す
る
こ

ろ
夜
が
白
ん
で
き
た
。
森
林
帯
も
終
わ
り
と
な
り
岩
場
に
出
て
小
休

止
す
る
。
ザ
イ
ル
等
の
登
攀
用
具
を
出
し
て
準
備
に
か
か
る
。
壁
は

天
狗
尾
根
の
側
壁
を
形
成
し
て
い
て
、
高
さ
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

が
傾
斜
は
か
な
り
の
も
の
だ
。
地
獄
谷
が
足
下
に
見
え
る
の
で
高
度

感
も
あ
る
程
度
出
る
。 

  

ル
ー
ト
は
左
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
二
〇
ｍ
ほ
ど
で
太
い
灌
木
に
ビ
レ

ー
し
、
続
い
て
右
上
方
の
ホ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ス
豊
富
な
岩
を
登
る
と

尾
根
に
出
る
。
後
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
岩
稜
を
登
れ
ば
大
天
狗
に
出

る
。
大
天
狗
は
地
獄
谷
側
を
一
二
・
三
ｍ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
か
ら
ピ

ー
ク
を
目
指
し
て
登
る
。
こ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
高
度
感
が
出
て
、
キ

レ
ッ
ト
が
は
る
か
下
に
見
え
る
。
大
天
狗
を
下
り
小
天
狗
を
右
に
見

な
が
ら
登
り
天
狗
尾
根
を
終
わ
り
主
稜
に
出
る
。 

  

最
高
点
の
赤
岳
に
登
り
、
少
し
の
休
み
で
キ
レ
ッ
ト
に
下
る
。
キ

レ
ッ
ト
小
舎
か
ら
下
山
を
地
獄
谷
に
と
り
シ
リ
セ
ー
ド
で
飛
ば
し
な

が
ら
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。 
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■ 

八
ヶ
岳
東
面
・赤
岳
沢 

 
 
 

（
一
九
六
二
年
・
昭
和
三
七
年
一
〇
月
…
記
録
：
柳 

穣
） 

  

パ
ー
テ
ィ
…
柳 

穣
・
大
野
清
吉 

 

タ
イ
ム
…
清
里
（
六
・
三
〇
）
―
出
合
（
九
・
一
五
～
九
・
四
五
） 

 
 
 
 
 

―
大
滝
上
（
一
一
・
〇
〇
）
―
稜
線
（
一
三
・
一
五
） 

 
 
 
 
 

―
清
里
（
一
六
・
四
〇
） 

  

晴
れ
上
っ
た
空
に
両
岸
の
紅
葉
が
美
し
い
。
出
合
に
は
九
時
一
五

分
に
着
い
た
。
こ
の
谷
に
は
初
め
て
の
大
野
君
に
各
ル
ー
ト
を
説
明

し
、
九
時
四
五
分
赤
岳
沢
に
入
る
。
こ
の
仁
三
日
風
邪
気
味
で
少
し

フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
た
の
だ
が
、
ど
う
せ
来
た
か
ら
に
は
思
い
っ
き
り

や
ろ
う
と
、
気
持
良
い
秋
の
日
差
し
を
浴
び
て
遡
行
を
開
始
す
る
。

約
一
時
間
、
つ
ま
ら
な
い
ゴ
ー
ロ
を
行
く
と
、
小
さ
な
滝
が
三
つ
あ

り
、
大
滝
の
下
に
出
る
。 

  

大
滝
は
約
三
〇
ｍ
正
面
は
ス
ラ
ブ
で
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
右

側
の
草
付
き
を
巻
い
て
上
に
出
る
。
こ
こ
は
思
わ
ず
「
あ
っ
、
こ
れ

は
す
ば
ら
し
い
」
と
叫
ぶ
。
渓
相
は
一
変
し
、
沢
は
一
本
の
ル
ン
ゼ

と
化
し
、
稜
線
め
が
け
て
駆
け
上
が
っ
て
い
る
。
青
い
空
、
赤
茶
け

た
岩
の
色
、
両
岸
の
紅
葉
、
静
け
さ
、
体
の
不
調
も
忘
れ
、
来
て
よ

か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
う
。
大
野
君
も
「
い
い
で
す
ね
」
を
連
発
し

て
い
る
。
彼
は
ま
だ
二
〇
才
、
こ
れ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
く
好

青
年
で
あ
る
。
私
は
若
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
山
に
入
る
た
び
に
、
年
齢

を
超
越
し
、
大
自
然
の
中
、
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
登
る
こ
と
に
新
鮮
な
喜
び
を
感
じ
る
。 

  

ザ
ッ
ク
を
開
け
、
談
笑
の
う
ち
に
エ
ッ
セ
ン
を
腹
に
詰
め
込
む
。

「
さ
あ
行
こ
う
」。
ル
ン
ゼ
は
す
ぐ
四
〇
度
く
ら
い
の
傾
斜
に
な
り
、

そ
の
中
に
枚
挙
の
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
の
大
小
の
滝
が
次
々
と
現
れ

る
。
多
少
濡
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
ビ
ブ
ラ
ム
の
底
が
吸
い
つ
く

よ
う
に
効
き
、
快
適
に
高
度
を
上
げ
る
。
大
野
君
も
「
岩
登
り
の
練

習
に
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す
な
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
一
生
懸
命
登
っ

て
い
る
。
も
う
背
後
の
飯
盛
山
よ
り
だ
い
ぶ
高
く
な
り
、
金
峰
山
の

尖
岩
と
も
ほ
ぼ
同
高
度
に
な
っ
た
。 

  

沢
は
傾
斜
を
増
し
、
ガ
レ
と
な
り
、
ど
ん
詰
ま
り
は
稜
線
に
着
き

あ
げ
る
一
〇
〇
ｍ
位
の
壁
と
な
る
。
正
面
は
登
れ
な
い
の
で
、
右
手

の
真
教
寺
尾
根
側
へ
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
カ
ッ
ー
ン
、
カ

ッ
ー
ン
と
小
さ
な
落
石
の
音
に
振
り
仰
ぐ
と
、
二
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー

が
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
登
っ
て
行
く
の
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
ル

ー
ト
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
の
は
、
岩
の
も
ろ
さ
と
、
確
保
点
の
少

な
さ
か
ら
し
て
か
え
っ
て
危
険
な
の
で
、
私
た
ち
は
ノ
ー
ザ
イ
ル
登

り
始
め
る
。
左
右
に
小
さ
な
ト
ラ
バ
ー
ス
を
繰
り
返
し
な
が
ら
一
五

〇
ｍ
ほ
ど
登
り
這
松
帯
に
入
る
。 
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背
の
立
た
な
い
這
松
に
だ
い
ぶ
て
こ
ず
っ
た
が
ど
う
や
ら
抜
け
て

一
三
時
一
五
分
に
稜
線
に
立
っ
た
。
集
合
は
権
現
岳
で
あ
る
が
、
南

の
方
を
見
る
と
う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
遠
く
見
え
る
。
あ
き
ら
め
て
真

教
寺
尾
根
の
下
り
に
か
か
る
。 

  

四
時
五
〇
分
の
汽
車
に
乗
る
べ
く
半
ば
駆
け
足
で
下
る
。
途
中
す

れ
違
う
登
山
者
と
の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
ひ
た
す
ら
急
ぐ
。
途
中
木

の
間
ご
し
に
仰
ぐ
赤
岳
東
壁
が
素
晴
ら
し
い
迫
力
で
迫
っ
て
く
る
。

「
今
度
は
あ
れ
を
登
ろ
う
」
な
ど
と
勝
手
な
熱
を
ふ
き
な
が
ら
ひ
た

す
ら
下
る
。 

  

し
か
し
何
と
長
い
尾
根
で
あ
る
こ
と
よ
…
。
風
の
た
め
少
し
発
熱

し
て
き
た
体
に
は
そ
れ
を
一
層
感
じ
る
。
道
は
や
が
て
牛
首
山
を
巻

き
、
傾
斜
も
緩
く
な
り
よ
う
や
く
分
岐
点
に
出
た
。
さ
あ
も
う
一
息

だ
…
。
広
い
す
そ
野
に
も
よ
う
や
く
夕
暮
れ
が
迫
り
ふ
り
か
え
る
稜

線
に
は
残
照
が
さ
び
し
く
当
た
っ
て
い
た
。 

  

■
追
憶
…
夏
の
地
獄
谷
・権
現
岳
の
落
雷
…
の
記
憶 

  

登
稜
会
の
会
報
記
録
に
は
な
い
が
、
東
面
の
沢
を
詰
め
、
権
現
岳

の
山
頂
で
落
雷
に
会
い
髪
の
毛
が
逆
立
っ
た
。
昔
の
権
現
小
屋
に
逃

げ
込
ん
で
雷
の
過
ぎ
る
の
を
待
っ
た
…
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
、
八
ヶ

岳
の
長
い
す
そ
野
を
棒
道
ま
で
下
っ
た
…
記
憶
も
。 
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八
ヶ
岳
・
赤
岳
西
面
（
登
稜
会
） 

  
 

■ 

八
ヶ
岳
西
面
合
宿 

 
 
 

（
一
九
六
一
年
・
昭
和
三
六
年
…
会
報
記
録
：
柳 

穣
） 

  

三
月
下
旬
の
赤
岳
西
面
も
今
度
（
昭
和
三
六
年
）
で
三
回
目
、
恒

例
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
少
な
い
日
数
で
入
山
・
登
攀
で

き
る
の
が
魅
力
で
あ
り
、
私
た
ち
の
積
雪
期
登
攀
の
鍛
錬
場
で
あ
っ

た
。
長
い
す
そ
野
を
経
て
入
山
す
る
時
、
彼
方
に
そ
び
え
る
白
い
峰
々

に
限
り
な
い
憧
れ
を
感
じ
、
霜
解
け
泥
ん
こ
道
、
粉
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
、

雪
の
岩
稜
、
そ
し
て
下
山
の
時
に
振
り
か
え
る
峰
々
に
懐
か
し
さ
を

感
じ
つ
つ
、
再
会
を
誓
う
我
々
で
あ
っ
た
。
近
い
将
来
こ
れ
を
基
礎

に
し
て
よ
り
困
難
な
積
雪
期
の
登
攀
に
進
み
た
い
と
思
う
。 

  

ガ
タ
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
農
場
に
着
く
と
待
っ
て
い
た
よ
う
に
雨
が

降
り
出
し
た
。
カ
サ
を
さ
し
た
り
ビ
ニ
ー
ル
を
体
に
巻
き
つ
け
た
り
、

み
な
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
泥
ん
こ
道
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
。

御
小
屋
尾
根
へ
の
分
岐
を
右
に
見
る
あ
た
り
で
、
す
で
に
全
員
ハ
ネ

だ
ら
け
。
美
濃
戸
で
小
屋
の
陰
に
雨
を
よ
け
て
、
立
っ
た
ま
ま
飯
を

食
い
二
週
間
前
に
預
け
て
あ
っ
た
荷
物
を
分
担
し
て
南
沢
に
入
る
。

今
日
は
福
居
・
中
田
両
君
が
ボ
ッ
カ
に
下
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
だ
が
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。
北
沢
で
行
き
違
い
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

晴
れ
て
い
れ
ば
横
岳
の
西
面
が
一
望
で
き
る
雪
原
に
差
し
掛
か
る

と
、
雨
は
風
雪
に
変
わ
り
、
今
ま
で
絶
大
な
効
力
を
発
揮
し
て
い
た

傘
も
役
に
立
た
な
く
な
る
。
行
者
小
屋
の
傍
ら
の
指
導
標
に
テ
ン
ト

位
置
を
書
き
つ
け
た
紙
片
が
張
り
付
け
て
あ
り
、
中
山
乗
越
へ
百
米

近
く
い
っ
た
と
こ
ろ
に
見
出
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
あ
ま
り
に
風
通

し
が
よ
す
ぎ
る
の
で
、
行
者
小
屋
よ
り
阿
弥
陀
の
コ
ル
寄
り
の
森
林

の
な
か
に
持
参
し
た
も
う
ひ
と
張
と
と
も
に
移
動
す
る
。
や
が
て
行

き
違
い
に
な
っ
た
福
居
・
中
田
両
君
が
真
っ
黒
な
顔
を
見
せ
一
段
と

に
ぎ
や
か
に
な
る
（
三
月
一
九
日
）。 

  

…
私
の
追
憶
… 

 

昭
和
三
六
年
と
い
え
ば
私
は
ま
だ
一
九
才
、
三
月
と
い
え
ば
高
校

卒
業
の
間
際
（
夜
学
な
の
で
四
年
生
）・
東
京
都
に
就
職
す
る
直
前
で
、

正
月
の
高
校
の
冬
山
合
宿
（
鳳
凰
三
山
）
の
直
後
だ
。
確
か
、
登
稜

会
で
初
め
て
冬
の
合
宿
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
思
い
出
す
の
は
、
入

山
日
に
荷
の
重
さ
で
完
全
に
バ
テ
て
、
意
識
も
う
ろ
う
と
し
て
い
た

こ
と
、
疲
れ
す
ぎ
て
何
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
テ
ン
ト
を
張

る
の
に
も
フ
ラ
フ
ラ
で
何
の
役
に
も
立
て
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
だ
。 

  

こ
の
合
宿
で
の
登
山
・
登
攀
は
な
に
も
な
い
。
高
校
の
同
級
生
で
、

山
で
は
先
輩
の
星
野
が
、
キ
レ
ッ
ト
経
由
で
権
現
岳
に
先
輩
と
登
っ 
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て
い
る
が
、
私
は
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
で
の
赤
岳
や
阿
弥
陀
岳
す
ら
登

っ
て
い
な
い
。
唯
一
、
二
〇
日
の
柳
兄
・
中
村
両
先
輩
の
シ
ョ
ル
ダ

ー
リ
ッ
ジ
登
攀
の
ラ
ッ
セ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
取
り
付
き
付
近
ま
で
い
っ

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
二
一
日
は
も
う
下
山
し
て
い
る
。
就
職
の

関
係
で
予
定
が
入
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

合
宿
の
記
録 

 
 

三
月
一
六
日
… 

福
居
・
中
田
が
前
夜
発
で
入
山 

 
 

北
沢
経
由
で
行
者
小
屋
周
辺
に
テ
ン
ト
設
営 

  
 

三
月
一
七
日
… 

福
居
・
中
田 

阿
弥
陀
岳
北
稜
の
登
攀 

 
 

三
月
一
八
日
… 

福
居
・
中
田 

阿
弥
陀
岳
北
西
稜
の
登
攀 

 
 
 
 
 
 

平
野
入
山 

 
 

三
月
一
九
日
… 

高
橋
・
柳
兄
・
中
村
・
鈴
木
・
森
本
・
大
野 

 
 

星
野
入
山 
 

平
野
下
山 

 
 

三
月
二
〇
日
… 

柳
兄
・
中
村 

シ
ョ
ル
ダ
ー
リ
ッ
ジ
右
稜 

 
 

高
橋
・
鈴
木
・
森
本 

赤
岳
南
峰
リ
ッ
ジ 

 
 

三
月
二
一
日
… 

柳
兄
・
中
村
・
鈴
木 

赤
岳
北
峰
主
稜 

 
 

柳
弟
・
中
田 

赤
岳
北
峰
主
稜 

 
 

福
居
・
星
野 

キ
レ
ッ
ト
か
ら
権
現
岳
往
復 

 
 

高
橋
・
森
本
・
大
野
下
山 

 
 

三
月
二
二
日
… 

柳
兄
・
中
村
・
柳
弟
・
鈴
木
・
福
居
・
中
田
・ 

 
 

星
野
下
山 

 

抜
け
る
よ
う
な
青
空
、
峰
々
は
純
白
の
姿
を
雪
煙
を
上
げ
つ
つ
ク

ツ
キ
リ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
陽
射
し
は
も
う

春
だ
。
下
山
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
残
念
だ
。
み
な
の
ん
び
り
と
塗
れ

物
を
乾
か
し
た
り
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
精
神

年
齢
の
若
い
無
邪
気
な
方
々
は
、
雪
の
斜
面
で
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
に
乗

っ
て
わ
ず
か
ば
か
り
の
滑
降
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

 

入
山
時
の
緊
張
感
に
比

べ
下
山
の
時
は
解
放
感

が
い
っ
ぱ
い
。
ま
し
て

今
日
の
よ
う
に
天
気
が

良
い
と
な
お
さ
ら
で
あ

る
。 

  

美
濃
戸
を
過
ぎ
振
り

返
る
と
、
山
々
は
残
照

に
輝
き
と
て
も
美
し
い
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
感
傷
的
に

な
り
な
が
ら
ま
た
来
る

日
を
楽
し
み
に
農
場
へ

急
い
だ
（
三
月
二
二
日
）。 
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八
ヶ
岳
・
稲
子
岳
南
壁
（
登
稜
会
） 

 
 

■ 

八
ヶ
岳
稲
子
岳 

 
 
 

（
一
九
六
一
年
・
昭
和
三
六
年
度
会
報
…
記
録
：
柳 

穣
） 

  

今
回
の
合
宿
は
、
夏
期
・
滝
谷
登
攀
、
お
よ
び
そ
の
後
に
行
わ
れ

る
谷
川
岳
一
の
倉
沢
を
主
と
し
た
岩
登
り
に
備
え
て
全
員
が
岩
に
な

じ
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
入
山
、
岩
場
ま
で
の
取
り
付
き
、
帰
路

の
容
易
な
こ
の
岩
場
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。 

  

ル
ー
ト
も
初
級
よ
り
上
級
ま
で
採
れ
、
岩
の
脆
い
こ
と
、
自
然
落

石
に
は
充
分
注
意
し
た
。
ハ
ー
ケ
ン
は
厚
手
を
一
番
多
く
用
い
、
つ

い
で
に
薄
手
、
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
も
若
干
使
用
し
た
。（
岩
場
の
）
ピ

ッ
チ
は
平
均
六
ピ
ッ
チ
（
三
〇
ｍ
ザ
イ
ル
）、
帰
路
は
（
稲
子
岳
）
頂

上
よ
り
森
林
帯
を
ニ
ュ
ウ
付
近
で
白
樺
林
道
に
合
流
す
る
よ
う
に
、

七
〇
枚
近
く
の
赤
布
を
つ
け
迷
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。 

  

こ
の
岩
場
は
暇
の
な
い
人
達
や
、
よ
り
大
き
な
登
攀
を
目
指
す
場

合
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
と
し
て
好
適
と
思
う
が
、
な
め
て
か
か
っ
て

は
駄
目
で
、
ル
ー
ト
自
体
は
「
直
登
ル
ー
ト
」
が
前
穂
・
東
壁
ク
ラ

ス
、「
洞
窟
ル
ー
ト
」
は
ハ
ー
ケ
ン
が
ベ
タ
打
ち
さ
れ
て
い
る
前
穂
・

四
峰
の
「
松
高
ル
ー
ト
」
よ
り
悪
い
感
じ
だ
。
未
だ
あ
ま
り
多
く
の

登
攀
者
を
迎
え
て
い
な
い
が
、
登
攀
中
に
眼
下
に
広
が
る
高
原
の
眺

め
は
広
々
と
し
て
、
一
〇
月
の
紅
葉
の
頃
の
そ
れ
は
特
に
見
事
で
あ

る
。
何
時
ま
で
も
静
か
に
し
て
置
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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合
宿
・
期
日
…
一
九
六
六
年
四
月
二
九
日
～
五
月
一
日 

 
参
加
者
…
高
橋
・
柳
（
兄
）・
柳
（
弟
）・
山
田
・
中
村 

 
 

鈴
木
・
福
居
・
星
野
・
大
野
・
沼
野 

  

●
四
月
二
九
日
・
入
山 

  

連
休
の
た
め
、
中
央
線
の
茅
野
駅
は
列
車
の
遅
延
も
手
伝
っ
て
ご

っ
た
が
え
す
。
よ
う
や
く
乗
っ
た
バ
ス
も
立
ち
通
し
。
お
ま
け
に
「
渋

温
泉
」
の
少
し
手
前
で
下
っ
て
く
る
バ
ス
と
入
れ
替
え
の
た
め
長
時

間
ス
ト
ッ
プ
。
気
の
短
い
連
中
は
荷
物
を
背
負
っ
て
歩
き
出
し
、
あ

く
ま
で
も
バ
ス
代
を
ま
っ
と
う
と
い
う
執
念
の
持
ち
主
は
車
内
に
頑

張
る
。
結
局
、
渋
温
泉
に
先
に
着
い
た
の
は
「
短
気
組
」
が
い
く
ら

か
早
く
、
さ
さ
や
か
な
優
越
感
を
持
っ
て
バ
ス
を
迎
え
る
。
登
山
道

に
か
か
る
橋
の
た
も
と
で
、
朝
兼
昼
食
、
し
ば
ら
く
し
て
人
影
が
ま

ば
ら
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
皆
い
そ
い
そ
と
林
の
中
に
消
え
新
陳
代

謝
を
果
た
し
て
健
康
な
と
こ
ろ
を
示
す
。 

  

黒
百
合
平
付
近
は
残
雪
が
見
ら
れ
、
ス
リ
バ
チ
池
へ
の
斜
面
で
は

グ
リ
セ
ー
ド
を
楽
し
む
人
た
ち
が
い
た
。
予
約
し
て
あ
っ
た
の
で
快

く
小
屋
に
迎
え
ら
れ
る
。
親
切
な
良
い
小
屋
で
あ
る
。 

  

写
真
は
、
登
山
再
開
後
の
同
じ
ル
ー
ト
で
撮
影
。
上
か
ら
黒
百
合

ヒ
ュ
ッ
テ
・
中
山
峠
・
稲
子
岳
南
壁
と
山
頂
・
ニ
ュ
ウ
の
頂
上
。 
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四
月
三
〇
日
・
登
攀
日 

 
中
央
ル
ー
ト
…
柳
（
兄
）・
中
村
・
柳
（
弟
） 

 

右
フ
ェ
ー
ス
…
高
橋
・
星
野
・
沼
野 

 

直
登
ル
ー
ト
…
高
橋
・
星
野 

 

左
カ
ン
テ
…
…
山
田
・
福
居
・
大
野 

 

右
フ
ェ
ー
ス
…
山
田
・
福
居
・
大
野 

 

左
カ
ン
テ
…
…
森
本
（
本
日
入
山
）・
沼
野 

  
 

五
月
一
日
・
登
攀
日 

 

南
壁
・
洞
窟
ル
ー
ト
…
柳
（
兄
）・
森
本 

 

東
壁
…
柳
（
弟
）・
中
村
・
星
野 

 

高
橋
・
山
田
・
鈴
木
・
沼
野
下
山
・
福
居
不
調
で
停
滞 

   

中
山
峠
を
越
え
、
残
雪
ま
ば
ら
な
天
狗
岳
・
東
壁
を
眺
め
つ
つ
急

降
下
ひ
と
し
き
り
、
暗
い
森
林
帯
を
抜
け
る
と
、
左
に
稲
子
岳
の
岩

壁
が
朝
日
を
浴
び
て
姿
を
現
し
、
左
カ
ン
テ
が
鋭
い
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

を
画
い
て
い
た
。
伐
採
地
跡
よ
り
左
へ
広
い
砂
礫
地
を
横
切
り
林
を

抜
け
る
と
、
そ
こ
は
も
う
南
壁
よ
り
の
押
し
出
し
の
末
端
で
あ
る
。

ガ
レ
を
上
り
詰
め
壁
下
で
健
闘
を
誓
い
合
っ
て
別
れ
る
。
中
央
ル
ー

ト
以
外
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
東
壁
と
南
壁
の
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
イ
ン
を
下

降
し
た
が
下
部
で
は
五
〇
ｍ
程
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
行
っ
た
。 

  

新
人
の
沼
野
・
大
野
両
君
も
始
め
て
の
岩
登
り
に
一
生
懸
命
だ
っ

た
。
鈴
木
君
は
不
調
で
休
息
し
た
。 

 

●
稲
子
岳
・
南
壁
・
左
カ
ン
テ 

 

（
記
録
…
大
野
…
同
行
…
山
田
・
福
居
…
先
輩
） 

  

「（
南
壁
）
直
登
フ
ェ
ー
ス
」
ル
ー
ト
の
基
部
の
岩
壁
を
左
か
ら
大

き
く
廻
っ
て
「
左
カ
ン
テ
」
の
基
部
を
目
指
し
て
登
る
。
奥
が
ル
ン

ゼ
状
に
な
っ
た
基
部
を
そ
の
手
前
の
左
側
よ
り
取
り
付
く
。
山
田
・

大
野
・
福
居
の
オ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。 

  

一
ピ
ッ
チ
は
左
か
ら
右
へ
斜
め
に
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
る
。
セ

カ
ン
ド
・
ラ
ス
ト
は
ザ
イ
ル
を
手
繰
り
な
が
ら
同
時
に
登
っ
た
。
二

ピ
ッ
チ
は
、
潅
木
に
ビ
レ
ー
し
て
、
ト
ッ
プ
（
山
田
）
が
か
ぶ
り
気

味
の
所
を
登
っ
て
い
っ
た
。
ト
ッ
プ
の
Ｏ
Ｋ
の
声
に
セ
カ
ン
ド
（
大

野
）
が
登
り
始
め
る
。
下
か
ら
見
た
頭
気
味
の
所
を
腕
力
で
乗
り
越

す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
リ
ッ
ジ
ど
お
り
に
登
り
、
カ

ン
テ
の
右
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
外
傾
テ
ラ
ス
の
ト
ッ
プ
の
位
置
に
つ

い
た
。
ジ
ッ
ヘ
ル
を
交
代
し
て
ラ
ス
ト
（
福
居
）
に
Ｏ
Ｋ
を
送
る
。 

  

三
ピ
ッ
チ
は
、
チ
ム
ニ
ー
に
入
り
三
～
四
ｍ
登
っ
て
出
る
と
左
へ

ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
有
す
る
と
こ
ろ
だ
。
大
テ
ラ
ス
に

出
て
ラ
ス
ト
を
ジ
ッ
ヘ
ル
す
る
。
こ
の
と
き
同
時
に
ト
ッ
プ
は
傾
斜

の
落
ち
た
な
だ
ら
か
な
四
ピ
ッ
チ
を
登
る
。
セ
カ
ン
ド
・
ラ
ス
ト
は

続
い
て
同
時
に
登
っ
た
。 

  

五
ピ
ッ
チ
は
、
三
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
た
。
ル
ン
ゼ
に
一
番

近
い
赤
く
脆
そ
う
な
ガ
リ
ー
と
、
正
面
の
ク
ラ
ッ
ク
と
、
右
の
カ
ン 
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テ
が
そ
う
だ
。
我
々
は
正
面
の
ク
ラ
ッ
ク
に
ル
ー
ト
を
取
っ
た
。
テ

ラ
ス
か
ら
左
斜
め
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
直
上
す
る
ク
ラ
ッ
ク
に
取
り

付
く
。 

  

二
ｍ
程
で
ハ
ー
ケ
ン
を
う
ち
ホ
ー
ル
ド
に
す
る
。
体
が
右
に
振
れ

そ
う
に
な
る
。
ア
ブ
ミ
に
足
を
か
け
る
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
不
安
定
だ
。

右
の
高
い
と
こ
ろ
に
ホ
ー
ル
ド
を
探
し
、
体
重
を
託
し
て
ク
ラ
ッ
ク

を
出
る
。
ラ
ス
ト
は
ア
ブ
ミ
・
ハ
ー
ケ
ン
を
は
ず
す
の
に
苦
労
す
る
。

こ
の
ピ
ッ
チ
で
ル
ー
ト
は
終
わ
り
ザ
イ
ル
を
ま
い
て
広
場
に
出
た
。 

  

●
稲
子
岳
・
南
壁
・
右
フ
ェ
ー
ス 

 

（
同
行
…
山
田
・
福
居
…
先
輩
／
記
録
…
森
本
…
先
輩
） 

  

先
の
南
壁
・
左
カ
ン
テ
の
登
攀
に
続
い
て
、
同
日
に
同
じ
メ
ン
バ

ー
で
「
南
壁
・
右
フ
ェ
ー
ス
」
を
登
っ
た
（
記
録
に
あ
る
）。
た
だ
、

同
行
者
の
記
録
が
な
い
た
め
、
別
日
の
森
本
先
輩
の
同
ル
ー
ト
の
記

録
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。 

  

右
フ
ェ
ー
ス
は
、
エ
ギ
ュ
ー
と
称
さ
れ
る
奇
異
な
岩
塔
一
帯
の
大

岩
壁
が
急
速
に
衰
え
を
見
せ
て
、
茶
褐
色
の
ガ
ラ
場
に
消
え
る
右
側

に
、
孤
立
し
た
岬
の
ご
と
く
判
然
と
三
角
フ
ェ
ー
ス
を
落
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
驚
い
た
こ
と
に
基
部
か
ら
仰
ぐ
と
四
〇
ｍ
に
も
満
た

な
い
壁
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
甘
く
見
た
ト
ッ
プ
が
、
基
部
の
突
き

出
た
緩
斜
岩
を
コ
ン
テ
ニ
ア
ス
で
入
り
、
ぺ
ラ
っ
と
し
た
フ
ェ
イ
ス 

に
向
か
っ
た
が
直
ぐ
撃
退
さ
れ
た
。
下
の
仲
間
が
「
寒
い
か
ら
早
く

登
れ
」
と
怒
鳴
る
が
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す
る
ば
か
り
で
ル
ー
ト
が
わ
か

ら
な
い
。
右
壁
を
見
る
と
赤
錆
び
た
ハ
ー
ケ
ン
が
あ
り
、
急
い
で
ト

ラ
バ
ー
ス
し
て
回
り
込
む
と
、
凹
状
に
ク
ラ
ッ
ク
が
右
傾
斜
気
味
に

伸
び
て
い
た
。 

  

こ
の
ク
ラ
ッ
ク
に
両
腕
を
こ
じ
入
れ
、
寒
さ
で
堅
く
な
る
身
体
を

丸
く
し
て
登
れ
ば
、
ク
ラ
ッ
ク
は
五
～
六
ｍ
で
フ
ェ
ー
ス
に
遮
ら
れ

た
。
ル
ー
ト
は
そ
こ
か
ら
左
に
潅
木
の
あ
る
浅
い
バ
ン
ド
を
ト
ラ
バ

ー
ス
。
次
の
ク
ラ
ッ
ク
は
狭
く
、
右
足
だ
け
ナ
ー
グ
ル
を
突
っ
込
み

左
足
は
風
で
乾
い
た
フ
ェ
ー
ス
に
快
適
な
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
利
か
せ

て
登
る
。
約
二
五
ｍ
ほ
ど
ザ
イ
ル
が
伸
び
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
石
が
落
ち

る
外
傾
テ
ラ
ス
に
着
い
た
。 

  

上
部
を
見
る
と
左
の
ガ
ラ
場
に
出
て
し
ま
う
ほ
か
無
さ
そ
う
で
、

ラ
ス
ト
の
指
示
で
右
壁
に
出
る
こ
と
に
し
て
セ
カ
ン
ド
を
あ
げ
る
。

眼
下
の
樹
海
は
黒
々
と
茂
っ
た
中
に
、
橙
色
に
映
え
た
落
葉
樹
を
静

か
に
点
在
さ
せ
て
、
の
び
の
び
と
広
が
り
、
そ
の
奥
に
硫
黄
岳
が
噴

火
壁
を
み
せ
拒
む
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

  
フ
ェ
ー
ス
を
刻
む
僅
か
な
リ
ス
に
ハ
ー
ケ
ン
を
た
た
く
と
小
気
味

良
く
歌
い
、
ア
ブ
ミ
を
セ
ッ
ト
し
て
乗
り
越
す
。
な
ん
と
そ
こ
は
三

角
フ
ェ
ー
ス
の
頂
点
で
、
ガ
ラ
場
が
だ
だ
っ
広
い
頂
上
の
潅
木
に
向

か
っ
て
い
た 
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八
ヶ
岳
・
黒
百
合
平
・
天
狗
岳
（
大
学
…
一
九
六
七
年
・
夏
） 

  

大
学
時
代
だ
が
、
高
校
時
代
の
な
じ
み
の
仲
間
と
の
八
ヶ
岳
山
行

で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
山
の
仲
間
三
人
組
は
、
丹
沢
や
こ
こ
八
ヶ
岳
・

南
ア
ル
プ
ス
の
縦
走
・
珍
し
い
と
こ
ろ
で
東
北
の
飯
豊
連
峰
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
歩
き
回
っ
て
い
る
。 

  

こ
の
時
の
山
行
も
、
Ｆ
の
写
真
帳
か
ら
判
明
し
た
。
コ
ー
ス
と
し

て
は
多
分
、
渋
の
湯
か
ら
黒
百
合
平
、
テ
ン
ト
泊
し
て
天
狗
岳
に
登

っ
た
、
と
写
真
か
ら
想
像
で
き
る
。
テ
ン
ト
場
の
写
真
（
カ
ラ
ー
・

白
黒
）
二
枚
と
、
天
狗
の
庭
の

岩
峰
を
登
っ
て
い
る
写
真
、
そ

の
途
中
か
ら
黒
百
合
平
の
ヒ

ュ
ッ
テ
を
望
む
写
真
が
残
っ

て
い
る
。
帰
り
は
稲
子
岳
の
写

真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
山
峠

へ
下
っ
た
よ
う
だ
。
他
へ
も
回

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 



 

79 

 
八
ヶ
岳
・
天
狗
岳
・
白
駒
池
（
大
学
…
一
九
六
七
年
・
秋
） 

  

大
学
の
友
達
と
の
山
行
は
二
回
あ
る
。
二
度
と
も
女
友
達
の
ガ
イ

ド
兼
ボ
ッ
カ
役
（
あ
る
い
は
用
心
棒
？
）
だ
っ
た
。
東
北
の
飯
豊
連

峰
と
北
八
ヶ
岳
を
訪
れ
て
い
る
。 

  

北
八
ヶ
岳
山
行
は
、
私
を
入
れ
て
三
人
、
一
人
は
今
で
も
名
女
優

と
し
て
映
画
へ
の
出
演
や
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
活
躍
し
て
い
る
。
も
う

一
人
は
、
そ
の
人
と
一
番
仲
の
良
か
っ
た
友
人
で
、
私
と
同
じ
公
務

員
で
、
私
と
も
仲
が
良
か
っ
た
。
そ
の
繋
が
り
で
同
行
し
た
。 

 

茅
野
か
ら
渋
温
泉
経
由
で
黒
百
合
平
に
出
て
、
天
狗
岳
に
登
り
、

中
山
峠
・
高
見
石
を
歩
い
て
、
白
駒
池
に
出
て
白
駒
荘
に
泊
り
、
翌

日
に
高
見
石
か
ら
渋
の
湯
へ
と
下
っ
た
…
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

写
真
（
別
の
山
行
で
撮
影
）
は
上
か
ら
、
天
狗
岳
・
奥
庭
か
ら
の
黒

百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
・
白
駒
池
（
桟
橋
は
当
時
も
あ
っ
た
）・
白
駒
荘
。 

  

私
は
、
彼
女
ら
と
別
れ
、
独
り
で
茅
野
駅
か
ら
伊
那
北
駅
へ
回
り
、

南
ア
の
戸
台
川
か
ら
北
沢
峠
へ
登
っ
た
。
昔
の
無
人
の
長
衛
小
屋
に

泊
り
、
翌
日
は
降
雪
で
、
仙
丈
岳
ま
た
は
甲
斐
駒
ケ
岳
へ
の
計
画
が

と
ん
挫
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今
現
在
は
、
二
人
と
も
交
信
は
な

い
。
若
い
日
の
懐
か
し
く
も
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
だ
。 
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